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サイプレスはインフィニオン テクノロジーズになりました
この表紙に続く文書には「サイプレス」と表記されていますが、これは同社が最初にこ
の製品を開発したからです。新規および既存のお客様いずれに対しても、引き続きイン
フィニオンがラインアップの一部として当該製品をご提供いたします。

文書の内容の継続性
下記製品がインフィニオンの製品ラインアップの一部として提供されたとしても、それ
を理由としてこの文書に変更が加わることはありません。今後も適宜改訂は行います
が、変更があった場合は文書の履歴ページでお知らせします。
 
注文時の部品番号の継続性
インフィニオンは既存の部品番号を引き続きサポートします。ご注文の際は、データシー
ト記載の注文部品番号をこれまで通りご利用下さい。
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PMG1 フ ァ ミ リの概要

PMG1 ( 第 1 世代パワー デリバリー マイ ク ロ コ ン ト ローラー ) は、 高電圧の USB-C パワー デリバリー (PD) マイ ク ロ コ ン ト ロー       
ラー (MCU) のフ ァ ミ リ です。 これらのチ ッ プには、 Arm® Cortex®-M0/M0+ CPU、 USB-C PD コ ン ト ローラー、 およびアナログと     
デジ タル ペ リ フ ェ ラルが搭載されます。 PMG1 は、 高電圧 USB-C PD ポー ト との間で電力を供給／消費し、 マイ ク ロ コ ン ト ロー  
ラーを活用し て追加の制御機能を提供する組込みシステムを対象と し ています。 図 1 に、 PMG1 フ ァ ミ リのセグ メ ンテーシ ョ ンを
示し ます。 

図 1.  PMG1 フ ァ ミ リ  セグ メ ンテーシ ョ ン
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* PMG1-S3 の詳細については、 最寄りのサイプレス営業所にお問い合わせ く だ さい。

https://www.cypress.com/about-us/sales-offices
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表 1 に、 PMG1 フ ァ ミ リのさ まざまな MCU の機能の比較を示し ます。

表 1.  PMG1 フ ァ ミ リのさ まざまな MCU の機能の比較  

サブシステム
または範囲 項目 PMG1-S0 PMG1-S1 PMG1-S2 PMG1-S3*

CPU および
メ モ リ

サブシステム

コア Arm® Cortex®-M0 Arm® Cortex®-M0 Arm® Cortex®-M0 Arm® Cortex®-M0+

最大周波数 (MHz) 48 48 48 48

フ ラ ッ シュ  (KB) 64 128 128 256

SRAM (KB) 8 12 8 32

パワー 
デリバリー

パワー デリバリー 
ポー ト

1 1 1 48-QFN の場合は 1 ポー ト
97-BGA の場合は 2 ポー ト

ロール シン ク DRP DRP DRP

MOSFET ゲー ト  
ド ラ イバ

1x PFET 2x PFET 2x NFET 柔軟な 2x NFET

フ ォール ト 保護 VBUS OVP および
UVP

VBUS OVP、 UVP、
および OCP。

SCP および RCP ( ソース 
コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン

のみ )

VBUS OVP、 UVP、
および OCP

VBUS OVP、 UVP、
および OCP。

SCP および RCP ( ソース コ
ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンのみ )

USB
Billboard ク ラスをサ

ポー ト する統合された
フルスピー ド USB 2.0

デバイス

無 無 有 有

電圧範囲
電源電圧 (V) VDDD (2.7 ～ 5.5)

VBUS (4 ～ 21.5)
VSYS (2.75 ～ 5.5)
VBUS (4 ～ 21.5)

VSYS (2.7 ～ 5.5)
VBUS (4 ～ 21.5)

VSYS (2.8 ～ 5.5)
VBUS (4 ～ 28)

IO (V) 1.71 ～ 5.5 1.71 ～ 5.5 1.71 ～ 5.5 1.71 ～ 5.5

デジ タル

SCB 
(I2C/UART/SPI
と し て構成可能 )

2 4 4

48-QFN の場合は 7 
( そのう ち 5 だけを SPI およ
び UART と し て構成可能 )

97-BGA の場合は 8

TCPWM ブロ ッ ク  
( タ イマー、 カウン

ター、 またはパルス幅
変調器と し て構成可能 )

4 2 4 48-QFN の場合は 7
97-BGA の場合は 8

ハー ド ウ ェ ア認証ブ
ロ ッ ク  ( 暗号 ) 無 無

有 
(AES-128/192/256、
SHA1、 SHA2-224、

SHA2-256、
PRNG、 CRC)

有
(AES-128、 SHA2-256、

TRNG、 ベク ト ル ユニ ッ ト )

アナログ
ADC 2x 8 ビ ッ ト SAR 1x 8 ビ ッ ト SAR 2x 8 ビ ッ ト SAR 2x 8 ビ ッ ト SAR

1x 12 ビ ッ ト SAR

内蔵温度センサー 有 有 有 有

ダイ レ ク ト  
メ モ リ  ア クセス 

(DMA)
DMA 無 無 無 有

GPIO I/O の最大数 12 (10 + 2 OVT) 17 (15 + 2 OVT) 20 (18 + 2 OVT)
48-QFN の場合は 26 

(24 + 2 OVT)
97-BGA の場合は 50 

(48 + 2 OVT)

充電規格

充電ソース - BC1.2、 AC BC1.2、 AC BC 1.2、 AC、 AFC、 および
Quick Charge 3.0

充電シン ク
BC 1.2、 Apple 
Charging (AC) BC1.2、 AC BC1.2、 AC BC1.2、 AC

ESD 保護 ESD 保護

有
( 最大 ±8kV の接触

放電、 最大 ±15kV の
空中放電、 体モデル

とデバイス帯電
モデル ) 

有
( 人体モデルとデバイス帯

電モデル ) 

有
( 最大 ±8kV の接触
放電、 最大 ±15kV
の空中放電、 人体
モデルとデバイス

帯電モデル ) 

有 
( 人体モデルとデバイス帯電

モデル ) 

* PMG1-S3 の詳細については、 最寄りのサイプレス営業所にお問い合わせ く だ さい。

https://www.cypress.com/about-us/sales-offices
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本書の残りの部分では、 PMG1-S1 デバイスについて詳し く 説明し ます。

パッ ケージ パッ ケージ オプシ ョ ン
24 ピン QFN
(4 × 4mm、

0.5mm ピ ッ チ )

40 ピン QFN
(6 × 6mm、 0.5mm ピ ッ チ )

40 ピン QFN
(6 × 6mm、

0.5mm ピ ッ チ )

48 ピン QFN 
(6 × 6mm、 0.5mm ピ ッ チ )

97-BGA 
(6 × 6mm、 0.5mm および

0.65mm ピ ッ チ )

表 1.  PMG1 フ ァ ミ リのさ まざまな MCU の機能の比較 ( 続き ) 

サブシステム
または範囲 項目 PMG1-S0 PMG1-S1 PMG1-S2 PMG1-S3*

* PMG1-S3 の詳細については、 最寄りのサイプレス営業所にお問い合わせ く だ さい。
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PMG1-S1 の概要

PMG1-S1 は、 128KB フ ラ ッ シュ、 すべての終端抵抗 Rp、 RD、 デッ ド  バッ テ リ RD を備えた完全な Type-C USB PD ト ラ ンシー   
バ、 および認証用の真性乱数発生器 (TRNG) を備えています。 これは 40 ピン QFN パッ ケージで提供されています。

特長

USB-PD

■ 最新の USB PD 3.0 仕様に対応

■ 高速ロール スワ ッ プ (FRS)

■ 拡張データ  メ ッ セージング

Type-C

■ ダウンス ト リーム ポー ト  (DFP)[1] ロール用各種ソース と し て   
の内蔵抵抗 (RP)
❐ 500/900mA でのデフ ォル ト 電流
❐ 1.5A
❐ 3A

■ UFP[2] ロールのための内蔵 RD 抵抗

■ EMCA ケーブルへの電源供給のための内蔵 VCONN FET

■ 内蔵されたデッ ド  バッ テ リ終端

■ Type-C コネク タにおけるVBUSピン との不慮の短絡故障から
保護するために CC ピンに高電圧保護機能を備える

レガシー充電 ( ソース と シン ク )

■ BCv1.2 

■ Apple

マルチプレ クサ

■ USB 2.0 HSデータのための統合された USB2.0 アナログ マル   
チプレ クサ

統合された VBUS ロー ド  スイ ッ チ コ ン ト ローラー

■ VBUS プロバイダ パスで最大 20V をサポー ト

■ プロバイダ パスで外部VBUS PFET を駆動するための、24V を  
許容するスルー レー ト 制御ゲー ト  ド ラ イバ

■ コ ンシューマ パスで外部VBUS PFET を駆動するための、24V  
を許容するゲー ト  ド ラ イバ

■ 構成可能なハー ド ウ ェ ア制御の VBUS 過電圧保護 (OVP)、 低 
電圧保護 (UVP)、 過電流保護 (OCP)、 短絡保護 (SCP)、 およ   
び逆電流保護 (RCP) 

■ 5mΩ直列抵抗を通過する電流を測定できる VBUSハイサイ ド
電流検出アンプ

■ FRS 要求に応答し て、コ ンシューマ PFET をオフにし、プロバ
イダ PFET をオン

LDO

■ デッ ド  バッ テ リ  モー ド動作用に最大21.5V で動作する統合高  
電圧 LDO

32 ビ ッ ト MCU サブシステム
■ 48MHz ARM Cortex-M0 CPU

■ 128KB フ ラ ッ シュ  
■ 12KB SRAM

内蔵デジ タル ブロ ッ ク

■ USB-PD プロ ト コルが必要とする応答時間要件を満たす統合
された 2 個のタ イマー / カウン ター

■ I2C、 SPI、 または UART 機能を備えた、 実行時に再構成可能
な 4 個のシ リ アル通信ブロ ッ ク  (SCB)

認証

■ 真性乱数発生器

ク ロ ッ クおよび発振器

■ 内蔵発振器によ り外部ク ロ ッ クが不要

動作範囲

■ VSYS (2.75V ～ 5.5V)

■ VBUS (4.0V ～ 21.5V)

ホ ッ ト スワ ッ プ可能な I/O

■ SCB1 からの I2C ピンはホ ッ ト スワ ッ プ可能

パッ ケージ

■ 6.0mm6.0mm、 0.5mm、 40 ピン QFN

■ 産業用温度範囲 (-40°C ～ +85°C) に対応 

注 ：

1. DFP はパワー ソースを意味し ます。

2. UFP はパワー シン ク を意味し ます。
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開発サポー ト

PMG1 フ ァ ミ リ には、 開発プロセスを支援する豊富な ド キュ メ
ン ト 、開発ツールおよびオン ラ イ ン リ ソースが用意されていま 
す。 詳細については、 www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1
をご覧 く だ さい。

ド キュ メ ン ト

PMG1 フ ァ ミ リ をサポー ト する ド キュ メ ン ト 一式によ り、 ユー
ザーは疑問点に対する答えを素早 く 見つけられます。 重要な ド
キュ メ ン ト のい く つかを こ こに リ ス ト ア ッ プ し ます。

ソ フ ト ウ ェ ア ユーザー ガイ ド : ModusToolbox™ (MTB) の使用     
に関する段階を追った手引き書です。ソ フ ト ウ ェ ア ユーザー ガ  
イ ド には、 MTB によるビルド  プロセスの詳細、 MTB を用いた 
ソース制御の使い方などが記載されています。

コ ンポーネン ト  データ シー ト : PMG1 の柔軟性によ って、 デバ  
イスが量産に入ってから長い期間の後でも新しいペ リ フ ェ ラル
( コ ンポーネン ト ) を作成できます。コ ンポーネン ト  データ シー  
ト には、 機能説明、 API ド キュ メ ン ト 、 推奨サンプルコー ド、
AC/DC 仕様を含む、特定のコ ンポーネン ト の選択および使用に
必要な情報がすべて記載されています。 

アプ リ ケーシ ョ ン ノ ー ト : 入門のアプ リ ケーシ ョ ン ノ ー ト と   
ハー ド ウ ェ ア設計ガイ ド ラ イ ンが含まれます。 

テ クニカル リ フ ァ レンス マニュアル : テクニカル リ フ ァ レン
ス マニュアル (TRM) には、 すべての PMG1 レジス タの詳細な
説明など、 PMG1 デバイスを使用する際に必要な技術的詳細
がすべて記載されています。 TRM は
www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1 の 「Documentation」
セクシ ョ ンにあり ます。

オン ラ イ ン

印刷された資料のほかに、サイプレス PMG1 フ ォーラムによ っ
て 24 時間 365 日、 世界中の他のユーザーや PMG1 の専門家と
連絡がとれます。

ツール

業界標準のコア、プログラ ミ ングおよびデバッギング イ ン ター 
フ ェースを備えた PMG1 フ ァ ミ リは、 開発ツール エコシステ 
ムの一部です。

革新的で使いやすい ModusToolbox IDE、 サポー ト されるサー
ドパーテ ィ ーのコ ンパイ ラ、 プログラマ、 デバッ ガおよび開発
キッ ト の最新情報については、 Web サイ ト  
https://www.cypress.com/products/modus-
toolbox-software-environment をご覧 く だ さい。 

www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1
https://www.cypress.com/file/512716/download
www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1
www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1
https://community.cypress.com/t5/USB-EZ-PD-Type-C/bd-p/USBEZPDTypeC
https://www.cypress.com/products/modustoolbox-software-environment
https://www.cypress.com/products/modustoolbox-software-environment
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ModusToolbox™ IDE および PMG1 SDK

ModusToolbox は、 Windows、 macOS、 および Linux プ ラ ッ ト
フ ォ ーム で実行 さ れ る Eclipse ベー スの開発環境で あ り、
ModusToolbox IDE と PMG1 SDK を含みます。 ModusToolbox  
IDE はアプ リ ケーシ ョ ンを構築するために、 い く つかのデバイ
ス リ ソース、 ミ ドルウ ェ アおよびフ ァームウ ェ アを組み合わせ 
ます。 ModusToolbox を使用する と、 デバイス リ ソース と ミ ド 
ルウ ェ ア ラ イブ ラ リ を有効にし て構成し、 C/C++/ アセンブ リ 
のソースコー ド を記述し、 デバイスをプログラムし てデバッ グ
できます。 

PMG1 SDK は PMG1 MCU フ ァ ミ リ向けのソ フ ト ウ ェ ア開発  
キッ ト です。 SDK を使用する と、 デバイス リ ソースの複雑さ 
を理解 し な く て も、 サポー ト さ れているデバイ スのフ ァ ーム
ウ ェ アを簡単に開発できます。 

サイプレス ツールの使用の詳細については、 ModusToolbox を 
使用す る PMG1 MCU 入門のア プ リ ケー シ ョ ン ノ ー ト と、  
ModusToolbox に統合された ド キュ メ ン ト およびヘルプを参照
し て く だ さい。 図 2 に示すよ う に、 ModusToolbox IDE を使用 
する と、 以下のこ とができます。 

1. キ ッ ト またはデバイ スで フ ィ ルタ リ ング されるテンプ レー
ト  アプ リ ケーシ ョ ンのリ ス ト に基づいて新し いアプ リ ケー 
シ ョ ンを作成するか、 サンプル コー ド のコ レ ク シ ョ ンをオ 
ン ラ イ ンで閲覧し ます。

2. Device Configurator でデバイス リ ソースを構成し て、 ワー  
クスペースでハー ド ウ ェ ア システム設計を構築し ます。

3. ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト または ミ ドルウ ェ アを追加し 
ます。 

4. アプ リ ケーシ ョ ン フ ァームウ ェ アを開発し ます。

図 2.  ModusToolbox IDE のリ ソース と ミ ドルウ ェ ア
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機能概要

USB-PD サブシステム (SS)

USB-PD 物理層

PMG1-S1 USB-PDサブシステムは、図3に示すよ う に、USB-PD 
物理層 (PHY) ブ ロ ッ ク と サポー ト 回路で構成 さ れています。  
PHY は、PD 3.0 仕様に基づいて CC チャネルを介し て BMC お 
よび 4b/5b 符号化 / 復号されたデータ を通信する ト ラ ンス ミ ッ
タ と レシーバから成り ます。 すべての通信は半二重です。 PHY
はチャネル上の通信エラーを最小限に抑えるために衝突回避を
実行し ます。

さ らに、PMG1-S1 USB-PD ブロ ッ クには、USB Type-C 仕様で  
要求されるすべての終端抵抗 (RP および RD) と それらのスイ ッ  
チが含まれています。 RP および RD 抵抗は、 接続検出、 プ ラグ
方向検出、および USB ソース / シン クのロールの確立に必要で
す。 

統合された RP 抵抗によ り、PMG1-S1 を ソース と し て構成でき
ます。 RP 抵抗は電流ソース と し て実装され、 USB Type-C 仕様 
で定義されている VBUSの電流容量の全範囲をサポー ト するよ
う にプログラムできます。

RD 抵抗は、 PMG1-S1 をデュアル ロール パワー (DRP) アプ リ    
ケーシ ョ ンでシン ク と し て識別するために使用されます。 デバ
イスに電力が供給されていないと き、 バッ テ リー切れの検出と
充電のために CC ピン上のデッ ド  バッ テ リ RD 抵抗が必要です。

最新の USB-PD 3.0 仕様をサポー ト するために、 PMG1-S1 に 
は高速ロール スワ ッ プ (FRS) が備えられています。 FRS 機能   
を使用する と、外部電源が取り外されたと きに、外部電源のド ッ
ク とハブをバス電源にすばや く 切り替えられます。 

FRS の詳細は、USB-PD 3.0 仕様の 6.3.19 セクシ ョ ンを参照し 
て く だ さい。

PMG1-S1 は、 USB パワー デリバリー仕様のリ ビジ ョ ン 3.0 お 
よびリ ビジ ョ ン 2.0 と完全に相互運用できるよ う に設計されて
います。 

PMG1-S1 は、 最大 260 バイ ト のデータ を含む拡張メ ッ セージ
をサポー ト し ます。拡張メ ッ セージは、USB-PD 2.0 ハー ド ウ ェ 
アで予想されるよ り も大き く な り ます。 リ ビジ ョ ン 2.0 ベース
のシステムに対応するために、 両方のシステムがよ り長い メ ッ
セージ長をサポー ト し ている こ と が検出 さ れない限 り、 メ ッ
セージがリ ビジ ョ ン 2.0 のサイズに制限されるよ う にチャ ンキ
ング メ カニズムが実装されています。

図 3.  USB-PD サブシステム
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VCONN FET

PMG1-S1 には、内蔵 VCONN FET を介し て EMCA ケーブルに 
電力供給するための電源入力VCONN_Sourceがあ り ます。CC1
ピ ン ま たは CC2 ピ ンのいずれかに電力を供給す る 2 個の
VCONN FETがあ り ます。これらのFETは、アク テ ィ ブな EMCA 
ケーブルの CC1 ピン と CC2 ピンで VCONN を介し て 1.5W の
電力を供給できます。 PMG1-S1 は、 VCONN での過電流保護
(OCP) も備えられています。

ADC

USB-PD サブシステムには、 1 個の 8 ビ ッ ト 125ksps 逐次比較
レジス タ  アナログ - デジ タル変換器 (SAR ADC) があ り ます。    
その ADC は 8 ビ ッ ト DAC と コ ンパレータ を含みます。 DAC
出力はコ ンパレータの非反転入力と な り ます。 コ ンパレータの
反転入力は、 4 入力マルチプレ クサからのものです。 マルチプ
レ クサの 4 本の入力は、1 対のグローバル アナログ マルチプレ  
クサ バス、 内部バン ド ギャ ッ プ電圧、 および絶対温度に比例す 
る内部電圧です。 チ ッ プ上のすべての GPIO は、 チ ッ プ全体の
アナログ マルチプレ クサ バスを介し て ADC にアクセスできま  
す。 CC1 と CC2 のピンはマルチプレ クサ バスに接続できませ 
ん。

USB 2.0 マルチプレ クサ

HS マルチプレ クサには、 CC (Type-C プ ラグ ) の向きに基づい  
て、 システムの DP および DM のラ イ ンを Type-C の上部また
は下部のポー ト にルーテ ィ ングするための 2 × 1 ク ロス バー ス    
イ ッ チが含まれています。 

USB 2.0 マルチプレ クサには、USB BC1.2 および Apple の終端  
を検出するための充電器検出 / エ ミ ュ レーシ ョ ン も含まれてい
ます。 充電器検出ブロ ッ クは、 図 4 に示すよ う に、 システムか
ら DP および DM に接続されます。 

十分なマージンを持って HS アイ  ダイアグラムの要件を満たす 
ために、 以下のガイ ド ラ イ ンに従って く ださい。

■ USB HS 信号の配線長の合計を 4 イ ンチに維持する (USB 2.0   
ホス ト から PMG1-S1 まで、 PMG1-S1 から Type-C コネク タ
ピンまで ) 

■ USB 2.0 ホス ト の駆動強度の調整によ り、USB HS 信号の配線  
長の合計を最大 8 イ ンチまで増やすこ とができる

■ DP/DM 信号配線間の差動イ ンピーダンスは 90Ω である こ と

■ 配線幅は 6mil である こ と

■ エアギャ ッ プ ( 配線間の距離 ) は 8mil である こ と

図 4.  
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VBUS 放電

PMG1-S1 には VBUS 放電回路も組み込まれています。これは、
デタ ッ チ条件または負の電圧遷移時にUSB-PD仕様のタ イ ミ ン
グを満たすよ う に、 VBUS の放電のために使用されます。

VBUS レギュ レータ

PMG1-S1 は VSYS および VBUS の 2 つの電源で動作できます。
PMG1-S1 は、レギュ レータ  ( 最大 21.5V をサポー ト ) を統合し  
て、 動作電源電圧を生成し ます。 VSYS は常に VBUS よ り も優
先されます。 VSYS がない場合、 レギュ レータは VBUS から
PMG1-S1 に電力を供給し ます。

コ ンシューマ パス上の VBUS PFET のゲー ト  ド ラ イバ

PMG1-S1 には、 VBUS コ ンシューマ パス上の外部 PFET を駆 
動するための統合 PFET ゲー ト  ド ラ イバを備えています。この 
ゲー ト  ド ラ イバは LOW または High-Z の駆動のみが可能であ 
り、 外付けプルア ッ プ抵抗が必要です。 このピンは VBUS 電圧
に耐えられます。 

充電検出

PMG1-S1 は、 USB BC.1.2 と Apple 充電のために、 バッ テ リ充 
電のエ ミ ュ レーシ ョ ン と検出を統合し ます。 

高電圧耐性 CC ラ イ ン

このチ ッ プは、 高電圧耐性 CC ラ イ ンに対応し ています。 コネ
ク タ で VBUS に CC が短絡し ている場合、 これらのラ イ ンは内
部で保護されます。 

プロバイダ パス用の VBUS ロー ド  スイ ッ チ コ ン ト ローラー

ロー ド  スイ ッ チ コ ン ト ローラーは、 VBUS プロバイダ パスで   
最大 20V をサポー ト し ます。

RCP

PMG1-S1 は、 10µs 以上続 く 逆電流を検出する機能を備えた逆
電流保護 (RCP) 回路を統合し、そのよ う なイベン ト の検出時に  
ゲー ト を自動的にシャ ッ ト ダウンする こ とによ ってシステムを
保護し ます。

PMG1-S1 は、 コネク タ VBUS_C から プロバイダ VBUS_P へ
の逆電流を検出できる RCP 回路を提供し ます。

RCP イベン ト は、 プロバイダ FET がオンのと きに VBUS_C > 
VBUS_P の場合に認識され、 コネク タ VBUS から プロバイダ
VBUS に電流が流れます。 RCP イベン ト を認識し た後、 プロバ
イダ FET がシャ ッ ト ダウン され、プロバイダ と コネク タ VBUS
が分離されます。
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PMG1-S1 には、 図 5 に示すよ う に、 逆電流を検出する 3 つの
異なる メ カニズムがあ り ます。

■ メ カニズム 1： コ ンパレータは、ピン CSP および CSN を介し 
て外部 Rsense の両端の電圧降下を検出し ます。 このコ ンパ
レータが、 表 33 に示す Vcsa_rcp 電圧によ り CSN > CSP と  
なる場合は常に、 RCP イベン ト を通知し ます。 このコ ンパ
レータの出力は RCP1 と し て図 5 に示されています。

■ メ カニズム2： コ ンパレータは、PMG1-S1のCSNおよびVBUS 
のピンを介し てプロバイダ FETの両端の電圧降下を検出し ま
す。 このコ ンパレータが、 表 33 に示された Vcomp_rcp 電圧
によ り VBUS > CSN と なる場合は常に、 RCP イベン ト を通  
知し ます。 このコ ンパレータの出力は、 RCP2 と し てを図 5
に示されています。

■ メ カニズム 3： コ ンパレータは CSN ピンの電圧の 20% を検出 
し、 5V プロバイダ VBUS アプ リ ケーシ ョ ンの (Vref = 1.15V)   
と比較し ます。 このコ ンパレータは、 CSN 電圧が 5V アプ リ
ケーシ ョ ン と し て表 33 に示された Vbus_max_det 電圧を超
える と、 RCP イベン ト を通知し ます。 このコ ンパレータの出
力は RCP3 と し て図 5 に示されています。 注 ： Vref はプログ 
ラム可能であ り、 分圧器には 10% または 20% の値を使用す
る オ プ シ ョ ンがあ り ます。 プ ロバ イ ダの電圧が高い場合、
VBUS デバイスはこの閾値を自動的に調整し ます。

3 つのコ ンパレータ出力のいずれかが RCP イベン ト を示すと、
プロバイダ FET がオフにな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンに応じ て 
個々のメ カニズムを有効または無効にする フ ァームウ ェ アのオ
プシ ョ ンがあ り ます。

図 5.  
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PMG1-S1 チ ッ プには、 プロバイダ パス上の 5mΩ 外付け抵抗 
を通過する約 100mA の電流を検出できるハイサイ ド電流検出
ア ン プが組み込まれてい ます。 こ れは、 電流負荷を監視 し、
Type-C ポー ト のシン クに VBUS を供給し ている と きに OCP や
SCP などのシステム障害を検出するために使用されます。これ
によ り、 PD コ ン ト ローラーはプロバイダ FET をシャ ッ ト ダウ
ン し てデバイスを保護できます。

スルー レー ト 制御可能なゲー ト  ド ラ イバ

PMG1-S1 には、 プ ログ ラム可能なスルー レー ト 制御可能な 
ゲー ト  ド ラ イバがあり、接続イベン ト 中の突入電流を制限する 
のに役立ちます。

VBUS 過電圧と低電圧保護

PMG1-S1 は、VBUS 電源用の低電圧 / 過電圧 (UVOV) 検出回路  
を実装し ています。 OV および UV 検出の閾値は個別に設定で
きます。 UV 検出器および OV 検出器の閾値はプログラム可能
であり、フ ァームウ ェ アによ って制御されます。OV コ ンパレー
タへの入力は、 VBUS 電源電圧と リ フ ァ レンス電圧の除算 (8% 

または 10%) です。 リ フ ァ レンス電圧は、 10mV のステ ッ プで 
200mV ～ 2190mV の範囲で構成できます。

UV コ ンパレータへの入力は、 VBUS 電源電圧と リ フ ァ レンス
電圧の除算 (10% または 20%) です。リ フ ァ レンス電圧は、10mV  
のステ ッ プで 200mV ～ 2190mV の範囲で構成できます。

VBUS 過電流保護

PMG1-S1 は、ハイサイ ド 電流検出アンプを統合し て、VBUS 上
の過電流を検出し ます。 VBUS 負荷は、 CSP ピン と CSN ピン
の間に接続された外付け 5m 検出抵抗を使用し て検出され、
OCP 検出器の閾値と比較されます。 OCP 検出器の閾値はプロ
グラム可能であ り、 フ ァームウ ェ アによ って制御されます。

真性乱数発生器

PMG1-S1 は、 乱数を生成するための真性乱数発生器 (TRNG) 
を サポー ト し て い ま す。 乱数は、 USB Type C 認証仕様  
(USBTCAS) のイニシエーター実装の一部と し てラ ンダム チャ  
レンジを生成するために使用できます。 
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CPU および メ モ リ  サブシステム

CPU

PMG1-S1 の Cortex-M0 CPU は 32 ビ ッ ト MCU サブシステム 
の一部であり、広範なク ロ ッ ク  ゲーテ ィ ングに対応し た低消費 
電力動作に最適化されています。 

また、CPU は 2 線式 JTAG のシ リ アル ワイヤ デバッ グ (SWD)   
イ ン ターフ ェースも備えています。PMG1-S1に使用するデバッ
グ コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンには、 4 個のブレークポイ ン ト  ( ア  
ド レス ) コ ンパレータ と 2 個のウォ ッ チポイ ン ト  ( データ ) コ   
ンパレータがあり ます。

フ ラ ッ シュ

PMG1-S1 デバイスは、 フ ラ ッ シュ  ブロ ッ クからの平均アクセ 
ス時間を改善するために、 CPU に密結合されたフ ラ ッ シュ  ア 
クセラ レータ を備えた 128KB フ ラ ッ シュ  モジュールを持って 
います。 フ ラ ッ シュ  ブロ ッ クは、 48MHz で 2 ウ ェ イ ト ステー 
ト  (WS) アクセス時間を提供するよ う に設計されます。 フ ラ ッ  
シュ  アクセラ レータは、 シングル サイ クル SRAM のアクセス  
性能の平均 85% を達成し ます必要に応じ て、 EEPROM 動作を
エ ミ ュ レー ト するためにフ ラ ッ シ ュ  モジ ュールの一部を使用 
できます。

SROM

ブー ト およびコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン ルーチンを含む監視
ROM が提供されます。

SRAM

PMG1-S1 は、 12KB SRAM に対応し ます。 

ペ リ フ ェ ラル

PMG1-S1 は 4 個の SCB を内蔵し ています。 それぞれは I2C、
UART、 または SPI イ ン ターフ ェースを実装できます。

I2C モー ド : ハー ド ウ ェ ア I2C ブロ ッ クは完全なマルチマス 
タ ー と スレーブ イ ン タ ーフ ェ ースを実装し ます ( マルチマス  
タ ー アービ ト レーシ ョ ンが可能 )。このブロ ッ クは最大 1Mbps 
( フ ァ ース ト  モー ド  プ ラ ス ) で動作でき、CPU 用の割込みオー   
バヘ ッ ド と レ イ テンシを削減するためにバッ フ ァ リ ング オプ 
シ ョ ン を柔軟に選択でき ます。 FIFO モー ド はすべてのチ ャ ネ
ルに対応し、 DMA がない場合に非常に有用です。

I2C ペ リ フ ェ ラルは NXP I2C バスの仕様とユーザー マニュアル  
(UM10204) で定義されている とお り に I2C 標準モー ド、 フ ァー 
ス ト  モー ド、 およびフ ァース ト  モー ド  プ ラスのデバイス と互   
換性があり ます。 I2C バス I/O は、 オープン ド レ イ ン モー ドの  
GPIO を使って実装されます。 I2C バスは、すべてのノ ー ド に接
続されたク ロ ッ クおよびデータ用のバスにプルア ッ プ抵抗を備
えたク ロ ッ クおよびデータ用オープン ド レ イ ン ド ラ イバを使  
用し ます。 異なる I2C 速度に対応する必要な立ち上り および立
ち下り時間は、 VDDD、 バス容量および抵抗の許容誤差に依存
する適切なプルア ッ プ抵抗値を使用する こ とによ って保証され
ます。

設計に最適 な プ ル ア ッ プ 抵抗値 を 計算す る 方法の詳細は、
UM10204 I2C バスの仕様とユーザー マニュアルを参照し て く  
だ さい ( 最新リ ビジ ョ ンは www.nxp.com で入手できます ) 。

PMG1-S1 は、 以下の点では I2C 仕様に完全には準拠し ていま
せん。

■ SCB1 のみが過電圧耐性があ り ます。 SCB2、 SCB3 および
SCB4 の GPIO セルは、過電圧耐性がないため、 I2C システム
の残りの部分から独立し てホ ッ ト スワ ッ プや電源投入できま
せん。

■ フ ァース ト  モー ド  プ ラスの IOL 仕様は、VOL 0.4V で 20mA で   
す。GPIO セルは VOL 最大値 0.6V で IOL 最大値は 8mA です。

■ フ ァース ト  モー ド と フ ァース ト  モー ド  プラスは、GPIO セル   
で満たせない最小立ち下り時間の仕様があ り ます。 低速ス ト
ロ ング モー ド はバス負荷によ っ てはこの仕様を満たすこ と 
があ り ます。

UART モー ド : 最大 1Mbps で動作する フル機能の UART です。 
基本UARTプロ ト コルから少し発展し た車載向けシングル ワイ 
ヤ イ ン タ ーフ ェ ース (LIN)、 赤外線イ ン タ ーフ ェ ース (IrDA)、   
SmartCard (ISO7816) プロ ト コルに対応し ています。 また、 共  
通の RX と TX ラ イ ンを介し て接続し たペ リ フ ェ ラルのア ド レ
ス指定を可能にする 9 ビ ッ ト  マルチプロセ ッサ モー ド に対応  
し ています。パリ テ ィ  エラー、 ブレーク検出、 フ レーム エラー  
などの一般的な UART 機能に対応し ています。深さ 8 ビ ッ ト の
FIFO は、非常に大きい CPU サービス レ イテンシを許容できる 
よ う にし ます。

SPI モー ド : SPI モー ドは Motorola SPI、 TI SSP (SPI コデッ ク    
の同期化用の開始パルスを本質的に追加 ) 、 National Microwire  
( 半二重の SPI) に完全に対応し ています。SPI ブロ ッ クは FIFO 
を使用できます。

タ イマー／カウン ター／ PWM (TCPWM) ブロ ッ ク
PMG1-S1 には 2 個の TCPWM ブロ ッ クがあり ます。各 TCPWM
ブロ ッ クは、 ユーザーがプログラム可能な周期長の 4 個の 16
ビ ッ ト  カウン ターから成り ます。 キャプチャ レジス タは、 I/O  
イベン ト などのイベン ト のと きにカウン ト 値を記録し ます。 周
期レジス タは、 カウン ターのカウン ト が周期レジス タのカウン
ト に等し く なる と きにカウン ト を停止、 または自動的に リ ロー
ド し ます。比較レジスタは、PWM デューテ ィ 比の出力と し て使
用される比較値信号を生成し ます。 ブロ ッ クは真出力と コ ンプ
リ メ ン タ リー出力 ( それらの間のオフセ ッ ト がプログラム可能 ) 
も提供し てお り、 これら をプログラム可能なデッ ド バン ド付き
コ ンプ リ メ ン タ リー PWM 出力と し て使用する こ と を可能にし
ます。また、出力を事前に決定された状態に移行させるキル (Kill) 
入力もあ り ます。 た と えば、 モータ駆動システムでは、 過電流
状態が示され、 FET を駆動し ている PWM を ソ フ ト ウェ ア介入
な しに直ちに止める必要がある と き、キル入力が使用されます。

GPIO
PMG1-S1 には、 GPIO と し て使用可能な SCB および SWD ピ
ンを含む 17 個の GPIO があ り ます。 SCB1 のみの I2C ピンは、
過電圧耐性があ り ます。 GPIO ブロ ッ クは以下を実装し ます。

■ 7 つの駆動強度モー ド :
❐ 入力のみ
❐ 弱プルア ッ プ、 強プルダウン
❐ 強プルア ッ プ、 弱プルダウン
❐ オープン ド レ イ ン、 強プルダウン
❐ オープン ド レ イ ン、 強プルア ッ プ
❐ 強プルア ッ プ、 強プルダウン
❐ 弱プルア ッ プ、 弱プルダウン

■ 入力閾値選択 (CMOS または LVTTL)

■ 駆動強度モー ド以外に、 入力と出力バッ フ ァのイネーブル /
デ ィ セーブルの個別制御

■ 前の状態を ラ ッ チするための保持モー ド  ( デ ィ ープ ス リープ  
モー ド で I/O 状態を維持するため )

■ EMIを改善するためのdV/dt関連のノ イズ制御用の選択可能な
スルー レー ト

www.nxp.com
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ピンは、 8 ビ ッ ト 幅のポー ト と呼ばれる論理エンテ ィ テ ィ に構
成されています。 電源投入と リ セ ッ ト の間、 入力に過電流を与
えず、 過剰な ターンオン電流を発生させないために、 ブロ ッ ク
は無効状態にされます。 高速 I/O マ ト リ ッ クス と し て知られて
いる多重化ネ ッ ト ワークは、 1 本の I/O ピンに接続され得る複
数の信号間を多重化するために使用 さ れます。 固定機能ペ リ
フ ェ ラルのピン位置は、 内部多重化の複雑さ を減少させるため
に固定されています。

データ出力と ピン ステー ト  レジス タ それぞれはピン上で駆動  
される値と それらのピンの状態を格納し ます。 各 I/O ピンは有
効になった場合に割込みを生成できます。 各 I/O ポー ト には、
割込み要求 (IRQ) と それに対応する割込みサービス ルーチン   
(ISR) のベク タがあ り ます (PMG1-S1 の場合、 6 ポー ト がある  
ため、 ベク タ数は 6 です )。

電源システム概要

図 6 に、PMG1-S1 の電源システムの概要を示し ます。PMG1-S1
は、 VBUS (4V ～ 21.5V) または VSYS (2.75V ～ 5.5V) の外部    
電源から動作できます。 VBUS 電源電圧は LDO によ ってチ ッ
プ内で安定化されます。 スイ ッ チング電源 VDDD は、 一部のア
ナログ ブロ ッ ク内で直接使用され、 コアの大部分に電源を供給 
する VCCD にさ らに降圧されます。 PMG1-S1 は 2 つの電力
モー ド  ( アク テ ィ ブおよびデ ィ ープス リープ ) があ り ます。 こ  
れらの消費電力モー ド間の遷移は電源システムによ って管理さ
れます。 GPIO には、 個別のパワー ド メ イ ン VDDIO が提供さ 
れます。 レギュ レータの出力である VDDD ピン と VCCD ピン
は、 レギュ レータの安定性のみを目的と し て、 それぞれ 1µF と
0.1µF の コ ンデンサを接続する ために引き出 さ れています。
VCCD ピンは電源と し てサポー ト されていません。 VDDD は、
外部負荷用に 2mA (Max) を供給で き ます。 PMG1-S1 では、  
VDDD は PCB 上の VDDIO に短絡されます。

図 6.  PMG1-S1 電力モー ド

VSS

CC2

VDDD

Core Regulator 
(SRSS-Lite)

CC1

VCCD

Core

VDDIO

GPIOs
CC

Tx/Rx

VCONN_Source

LDOVBUS

VSYS

表 2.  PMG1-S1 電力モー ド

モー ド 説明

リ セ ッ ト

電源が有効および XRES はアサー ト されていな
い。 内部リ セ ッ ト  ソースはアサー ト されたか、 
またはス リ ープ コ ン ト ローラーがシステムを 
リ セ ッ ト 状態から起動し ている

アクテ ィ ブ 電源が有効および CPU が命令を実行し ている

デ ィ ープ 
ス リープ

主レギュ レータおよびほとんどのブロ ッ クがオ
フにされる。 デ ィ ープ ス リ ープ レギュ レータ  
がロジ ッ クに電源を供給するが、 低速ク ロ ッ ク
のみ利用可能
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ピン配置

表 3.  CYPM1111-40LQXI ピン配置 

グループ
40 ピン

QFN ピン名 説明

GPIO および 
シ リ アル イ ン
ターフ ェ ース

2
P1.0 ／ SWD_CLK ／

UART_2_RX ／
SPI_2_SEL

GPIO ／ SWD ク ロ ッ ク／ UART_2_RX ／ SPI_2_SEL

3
P1.1 ／ UART_2_TX ／

SPI_2_MOSI ／
I2C_2_SDA

GPIO ／ UART_2_TX ／ SPI_2_MOSI ／ I2C_2_SDA

4 P1.2 ／ UART_2_CTS ／
SPI_2_MISO ／ I2C_2_SCL GPIO ／ UART_2_CTS ／ SPI_2_MISO ／ I2C_2_SCL

5 P1.3 ／ UART_2_RTS ／
SPI_2_CLK GPIO ／ UART_2_RTS ／ SPI_2_CLK

6 P1.4 ／ SWD_IO GPIO ／ SWD IO

13 P2.0 ／ UART_4_CTS ／
SPI_4_SEL ／ I2C_4_SCL GPIO ／ UART_4_CTS ／ SPI_4_SEL ／ I2C_4_SCL

14 P2.1 ／ UART_4_RTS ／
SPI_4_MOSI ／ I2C_4_SDA GPIO ／ UART_4_RTS ／ SPI_4_MOSI ／ I2C_4_SDA

15 P2.2 ／ UART_1_CTS ／ GPIO ／ UART_1_CTS ／ SPI_1_SEL

16 P5.0 ／ UART_1_RTS ／
SPI_1_MOSI ／ I2C_1_SDA GPIO ／ UART_1_RTS ／ SPI_1_MOSI ／ I2C_1_SDA

17 P5.1 ／ UART_1_TX ／ GPIO ／ UART_1_TX ／ SPI_1_MISO ／ I2C_1_SCL

18 P3.0 ／ UART_1_RX ／ GPIO ／ UART_1_RX ／ SPI_1_CLK
20 P3.1 ／ UART_3_CTS ／ GPIO ／ UART_3_CTS ／ SPI_3_SEL ／ I2C_3_SDA

21 P3.2 ／ UART_3_RTS ／
SPI_3_MOSI ／ I2C_3_SCL GPIO ／ UART_3_RTS ／ SPI_3_MOSI ／ I2C_3_SCL

29 P4.0 ／ UART_3_TX ／
SPI_3_MISO

GPIO ／ UART_3_TX ／ SPI_3_MISO。 未使用の場合、 フ ローテ ィ ングのま
まにする

30 P4.1 ／ UART_3_RX ／
SPI_3_CLK

GPIO ／ UART_3_RX ／ SPI_3_CLK。未使用の場合、 フ ローテ ィ ングのまま
にする

38 P0.0 ／ UART_4_TX ／
SPI_4_MISO

GPIO ／ UART_4_TX ／ SPI_4_MISO。 未使用の場合、 フ ローテ ィ ングのま
まにする

39 P0.1 ／ UART_4_RX ／
SPI_4_CLK

GPIO ／ UART_4_RX ／ SPI_4_CLK。未使用の場合、 フ ローテ ィ ングのまま
にする

USB Type-C
9 CC1 Type-C CC1 ピンに接続。GND に接続し た 390pF コ ンデンサで ノ イズを フ ィ 

ルタ リ ング

7 CC2 Type-C CC2 ピンに接続。GND に接続し た 390pF コ ンデンサで ノ イズを フ ィ 
ルタ リ ング

マルチプレ クサ
／スイ ッ チ

23 USBDP_SYS ホス ト 側から USB 2.0 DP に接続

24 USBDM_SYS ホス ト 側から USB 2.0 DM に接続

25 USBDM_BOT Type-C D- ボ ト ム ピンに接続。 配線長を 2 イ ンチ未満に維持

26 USBDP_BOT Type-C D+ ボ ト ム ピンに接続。 配線長を 2 イ ンチ未満に維持

27 USBDM_TOP Type-C D- ト ッ プ ピンに接続。 配線長を 2 イ ンチ未満に維持

28 USBDP_TOP Type-C D+ ト ッ プ ピンに接続。 配線長を 2 イ ンチ未満に維持

VBUS

11 VBUS_P_CTRL
プロバイダ側を有効／無効にするためのスルー レー ト 制御 I/O
PFET
0: パスがオン 
High Z: パスがオフ

12 VBUS_C_CTRL
コ ンシューマ側 PFET を有効／無効にするためのピン 
0: パスがオン 
High Z: パスがオフ
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表 4 は、 シ リ アル イ ン ターフ ェースのさ まざまな構成オプシ ョ ンを提供し ます。 

VBUS OCP ／
SCP ／ RCP

1 CSP 電流検出正入力 
このピンを CSN ピンよ り も高い電位に接続

40 CSN 電流検出負入力

リ セ ッ ト 10 XRES リ セ ッ ト 入力 ( アク テ ィ ブ LOW)

電源

8 VCONN_Source

EMCA ケーブルに電力を供給する 4.85V ～ 5.5V の電源入力。 低イ ンピーダ
ンス スイ ッ チを使用し て CC1 または CC2 に接続。 
 
UFP ／シン ク専用アプ リ ケーシ ョ ンは NA

19 VSYS PD サブシステムおよびシステム リ ソース用の電源入力 (2.75V ～ 5.5 V)

22 VBUS
3.3V レギュ レータへの VBUS 電源入力 (4V ～ 21.5V)。 このピンは、 内部プ 
ルダウン抵抗を使用し て VBUS を放電し、 過電圧および低電圧状態のモニ タ
も備える

31 VDDD
3.3V レギュ レータへの VBUS 出力、 またはスイ ッ チを使用し て VSYS に接
続。 GND に接続し たコ ンデンサでバイパス。 このピンは 2mA の外部負荷を
駆動可能。

32 VDDIO I/O 用の 1.71V ～ 5.5V 電源

33 VCCD フ ィ ルター コ ンデンサ用の 1.8V レギュ レータ出力。 このピンは外部負荷を 
駆動不可。

GND EPAD VSS グラ ン ド

NC

34 NC 未接続

35 NC 未接続

36 NC 未接続

37 NC 未接続

表 3.  CYPM1111-40LQXI ピン配置 ( 続き )

グループ
40 ピン

QFN ピン名 説明

表 4.  SCB およびそれらの機能 

ポー ト
40 ピン

QFN SCB 機能
GPIO 機能

ピン ピン番号 UART SPI I2C

P5.0 16 UART_1_RTS SPI_1_MOSI I2C_1_SDA GPIO

P5.1 17 UART_1_TX SPI_1_MISO I2C_1_SCL GPIO

P3.0 18 UART_1_RX SPI_1_CLK – GPIO

P2.2 15 UART_1_CTS SPI_1_SEL – GPIO

P1.0 2 UART_2_RX SPI_2_SEL – SWD_CLK ／ GPIO

P1.1 3 UART_2_TX SPI_2_MOSI I2C_2_SDA GPIO

P1.2 4 UART_2_CTS SPI_2_MISO I2C_2_SCL GPIO

P1.3 5 UART_2_RTS SPI_2_CLK – GPIO

P3.1 20 UART_3_CTS SPI_3_SEL I2C_3_SDA GPIO

P3.2 21 UART_3_RTS SPI_3_MOSI I2C_3_SCL GPIO

P4.0 29 UART_3_TX SPI_3_MISO – GPIO

P4.1 30 UART_3_RX SPI_3_CLK – GPIO

P2.0 13 UART_4_CTS SPI_4_SEL I2C_4_SCL GPIO

P2.1 14 UART_4_RTS SPI_4_MOSI I2C_4_SDA GPIO
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図 7.  CYPM1111-40LQXI の 40 ピン QFN ピン配置 ( 上面図 )
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表 4.  SCB およびそれらの機能 ( 続き )

ポー ト
40 ピン

QFN SCB 機能
GPIO 機能

ピン ピン番号 UART SPI I2C
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アプ リ ケーシ ョ ン図

図 8 に、 PMG1-S1 を使用し たシン ク  アプ リ ケーシ ョ ンを示し ます。 これには 2 つの主要部分と し て、 アプ リ ケーシ ョ ンに電力を 
シン クする USB Type-C レセプ タ クルと、 出力電力と し て使用される負荷があ り ます。 

図 8.  PMG1-S1 ベースのシン ク  アプ リ ケーシ ョ ン図
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図 9 に、 PMG1-S1 を使用し た DRP アプ リ ケーシ ョ ンを示し ます。 このよ う なアプ リ ケーシ ョ ンでは、 Type-C ポー ト は電力プロ
バイダおよび電力コ ンシューマ と し て使用されます。 VBUS を介し て電力を供給または消費するための VBUS FET があ り ます。

PMG1-S1 の VBUS_P_CTRL ピンには、 VBUS 上の OVP と UVP を検出できる VBUS 監視回路が組み込まれています。 これに加
えて、 5V 電源と プロバイダ FET 間の 5mΩ 抵抗は、 VBUS の過電流を検出できます。 PMG1-S1 デバイスには、 アクセサリやケー
ブルに電力を供給する必要があるアプ リ ケーシ ョ ンのために VCONN FET も統合されています。 

図 9.  PMG1-S1 ベースの DRP アプ リ ケーシ ョ ン図
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1 µF

D- Bottom

D+ Bottom

D- Top

D+ Top

0.1 µF

USBDM_SYS
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電気的仕様

絶対最大定格

注 ：

3. 表 5 に記載されている絶対最大条件を超えて使用する と、 デバイスに恒久的なダ メ ージを与える可能性があ り ます。 長時間にわたって絶対最大条件下に置 く と、

デバイスの信頼性に影響する可能性があ り ます。 最大保管温度は JEDEC 標準 「JESD22-A103、 High Temperature Storage Life」 に準拠し た 150°C です。 絶対最   

大条件以下で使用し ている場合で も、 標準的な動作条件を超える と、 デバイスが仕様に従って動作し ない可能性があ り ます。

4. 特に指定がない限り、 すべての電圧はグラ ン ド を基準に し ています。

5. システムでは、 負のスパイ クがこ こで指定された最小電圧を超える場合は、 シ ョ ッ ト キー ダイオー ド を追加し て負のスパイ ク を ク ラ ンプする こ と を推奨し ます。

表 5.  絶対最大定格 [3]

パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

VSYS_MAX VSS を基準にし た電源電圧 – – 6 V[4]

–

VCONN_SOURCE_M
AX

VSS を基準にし た最大電源電圧 – – 6 V

VBUS_MAX VSS を基準にし た最大 VBUS 電圧 – – 24 V

VDDIO_MAX VSS を基準にし た最大電源電圧 – – VDDD V

VGPIO_ABS

GPIO、 DP/DM マルチ プ レ ク サへの入力
(USBDP / DM_SYS、 USBDP /   
DM_TOP/BOT)

-0.5[5] – VDDIO + 0.5 V

IGPIO_ABS GPIO ご との最大電流 -25 – 25 mA –

IGPIO_INJECTION

GPIO 注入電流、 
VIH > VDDD の場合は Max、 
VIL < VSS の場合は Min

-0.5 – 0.5 mA 絶対最大値、 ピ ン ご と
の注入された電流

ESD_HBM 静電気放電 ( 人体モデル ) 2200 – – V  –

ESD_CDM 静電気放電 ( デバイス帯電モデル ) 500 – – V –

LU ラ ッ チア ッ プ時のピン電流 -200 – 200 mA –

VCC_PIN_ABS CC1 と CC2 ピンの最大電圧 – – 24 V –

VGPIO_OVT_ABS OVT ピン (16、 17) 電圧 -0.5 – 6 V –
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デバイス レベルの仕様

特記のない限り、 すべての仕様は -40°C  TA  85°C および TJ  100 °C の条件で有効です。 仕様は、 特に注記し た場合を除いて、       
3.0V ～ 5.5V において有効です。

DC 仕様

表 6.  DC 仕様 ( 動作条件 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.PWR#23 VSYS 2.75 – 5.5 V UFP アプ リ ケーシ ョ ン

SID.PWR#23_A VSYS 3 – 5.5 V DFP/DRP アプ リ ケーシ ョ ン

SID.PWR#22 VBUS 4 – 21.5 V –

SID.PWR#1 VDDD VSYS 電源時の安定化出力電圧
VSYS – 

0.05 – VSYS V –

SID.PWR#1_A VDDD VBUS 電源時の安定化出力電圧 3 – 3.65 V –

SID.PWR#26 V5V 4.85 – 5.5 V –

SID.PWR#13 VDDIO VDDD – VDDD V –

SID.PWR#24 VCCD 安定化出力電圧 ( コ ア ロジ ッ ク用 ) – 1.8 – V –

SID.PWR#15 CEFC
VCCD 用のレギュ レータ  バイパス 
コ ンデンサ

– 100 – nF

X5R セラ ミ ッ ク

SID.PWR#16 CEXC
VDDD 用のレギュ レータ  バイパス 
コ ンデンサ

– 1 – µF

アク テ ィ ブ モー ド、 VSYS = 2.75V ～ 5.5V。 Typ 値は VSYS = 3.3V で測定

SID.PWR#4 IDD12 供給電流 – 10 – mA
TA = 25°C、 CC I/O 送信 / 受信、   
I/O ソース電流な し、 CPU 速度
24MHz、PDポー ト がアク テ ィ ブ

デ ィ ープ ス リープ モー ド、 VSYS = 2.75V ～ 3.6V 

SID34 IDD29
VSYS = 2.75 ～ 3.6V、 I2C、 ウ ェ イ  
クア ッ プおよび WDT がオン

– 150 – µA VSYS = 3.3V、 TA = 25°C、 

SID_DS1 IDD_DS1
VSYS = 3.3V、 CC ウ ェ イ クア ッ プ  
がオン、 Type-C が未接続

– 100 – µA

電源 = VSYS、Type-C が未接続、  
CC ウ ェ イ クア ッ プが有効、 RP
と RD は CPU による 70ms 間隔
で接続。 

SID_DS_3 IDD_DS2

VSYS = 3.3V、 CC ウ ェ イ クア ッ プ  
がオン、ADC/CSA/UVOV がオンの
状態で DP/DM がオン

– 500 – µA IDD_DS1 + DP/DM、CC がオン、  
ADC/CSA/UVOV がオン

XRES 電流

SID307 IDD_XR XRES がアサー ト 時の供給電流 – 50 – µA 電源 ソ ー ス = VSYS = 3.3V、    
Type-C が未接続、 TA = 25°C
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CPU

GPIO

表 7.  CPU 仕様 ( 特性評価で保証 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.CLK#4 FCPU CPU 入力周波数 – – 48 MHz すべての VDDD

SID.PWR#21 TDEEPSLEEP
デ ィ ープ ス リ ープ モー ド からの  
復帰時間

– 35 – µs

特性評価で保証SYS.XRES#5 TXRES 外部リ セ ッ ト  パルス幅 5 – – µs

SYS.FES#1 T_PWR_RDY
電源投入から 「I2C/CC コマン ドが
受信できる」 までの時間

– 5 25 ms

表 8.  GPIO の DC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.GIO#37 VIH_CMOS 入力電圧 HIGH 閾値
0.7 × 
VDDIO

– – V CMOS 入力

SID.GIO#38 VIL_CMOS 入力電圧 LOW 閾値 – –
0.3 × 
VDDIO 

V CMOS 入力

SID.GIO#39 VIH_VDDIO2.7- LVTTL 入力、 VDDIO < 2.7V
0.7 × 
VDDIO

– – V –

SID.GIO#40 VIL_VDDIO2.7- LVTTL 入力、 VDDIO < 2.7V – – 0.3 × 
VDDIO 

V –

SID.GIO#41 VIH_VDDIO2.7+ LVTTL 入力、 VDDIO  2.7V 2.0 – – V –

SID.GIO#42 VIL_VDDIO2.7+ LVTTL 入力、 VDDIO  2.7V – – 0.8 V –

SID.GIO#33 VOH 出力 HIGH 電圧
VDDIO – 

0.6 – – V 3V VDDIO で IOH = -4mA 

SID.GIO#34 VOH 出力 HIGH 電圧
VDDIO - 

0.5 – – V 1.8V VDDIO で IOH = -1mA 

SID.GIO#35 VOL 出力 LOW 電圧 – – 0.6 V 1.8V VDDIO で IOL = 4mA 

SID.GIO#35A VOL_I2C_2 出力 LOW 電圧 0.4 V IOL = 3mA、 VDDIO > 2V

SID.GIO#35B VOL_I2C_3 出力 LOW 電圧 0.6[6] V IOL = 6mA、 VDDIO > 1.71V

SID.GIO#35C VOL1_20mA 出力 LOW 電圧 0.4 V IOL = 20mA、 VDDIO > 3.0V、 過    
電圧耐性ピンにのみ適用可能

SID.GIO#36 VOL 出力 LOW 電圧 – – 0.6 V 3V VDDIO で IOL = 10mA   
(IOL_LED)  

SID.GIO#5 Rpu 有効時プルア ッ プ抵抗 3.5 5.6 8.5 k +25°C TA、 すべての VDDIO

SID.GIO#6 Rpd 有効時プルダウン抵抗 3.5 5.6 8.5 k +25°C TA、 すべての VDDIO

SID.GIO#16 IIL
入力リーク電流 
( 絶対値 )

– – 2 nA +25°C TA、 3V VDDIO

SID.GIO#17 CPIN ピン最大負荷容量 – 3 7 pF –

SID.GIO#43 VHYSTTL 入力ヒ ステ リ シス、 LVTTL 15 40 – mV VDDIO > 2.7V。 特性評価で保証

SID.GIO#44 VHYSCMOS 入力ヒ ステ リ シス CMOS
0.05 × 
VDDIO

– – mV VDDIO < 4.5V

SID.GIO#44A VHYSCMOS55 入力ヒ ステ リ シス CMOS 200 – – mV VDDIO > 4.5V



注 ：

6. 400kHz でバスの全負荷を駆動するためには、0.6V VOL で 6mA の IOL が必要です。この仕様を満た さ ないデバイスは引き続き機能し ますが、400kHz および 400pF 
では機能し ません。
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XRES

表 9.  GPIO の AC 仕様 ( 特性評価で保証 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID70 TRISEF
高速ス ト ロング モー ド での立ち上 
り時間

2 – 12 ns 3.3V VDDIO、 Cload = 25pF

SID71 TFALLF
高速ス ト ロング モー ド での立ち下 
り時間

2 – 12 ns 3.3V VDDIO、 Cload = 25pF

SID.GIO#46 TRISES
低速ス ト ロング モー ド での立ち上 
り時間

10 – 60 ns 3.3V VDDIO、 Cload = 25pF

SID.GIO#47 TFALLS
低速ス ト ロング モー ド での立ち下 
り時間

10 – 60 ns 3.3V VDDIO、 Cload = 25pF

SID.GIO#48 FGPIO_OUT1
GPIO FOUT ； 3.3V  VDDIO  5.5V。     
高速ス ト ロング モー ド

– – 16 MHz 90/10%、 25pF 負荷

SID.GIO#49 FGPIO_OUT2
GPIO FOUT ； 1.7V  VDDIO  3.3V。     
高速ス ト ロング モー ド

– – 16 MHz 90/10%、 25pF 負荷

SID.GIO#50 FGPIO_OUT3
GPIO FOUT ； 3.3V  VDDIO  5.5V。     
低速ス ト ロング モー ド

– – 7 MHz 90/10%、 25pF 負荷

SID.GIO#51 FGPIO_OUT4
GPIO FOUT ； 1.7V  VDDIO  3.3V。     
低速ス ト ロング モー ド。

– – 3.5 MHz 90/10%、 25pF 負荷

SID.GIO#52 FGPIO_IN
GPIO 入力動作周波数。 
1.7V  VDDIO  5.5V – – 16 MHz 90/10% VIO

表 10.  XRES の DC 仕様

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.XRES#1 VIH 入力電圧 HIGH 閾値
0.7 × 
VDDIO

– – V CMOS 入力

SID.XRES#2 VIL 入力電圧 LOW 閾値 – –
0.3 × 
VDDIO

V CMOS 入力

SID.XRES#3 CIN 入力静電容量 – – 7 pF –

SID.XRES#4 VHYSXRES 入力電圧ヒ ステ リ シス – 0.05 × 
VDDIO

– mV 特性評価で保証
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デジ タル ペ リ フ ェ ラル

次の仕様は、 タ イマー モー ド でのタ イマー／カウン ター／ PWM ペ リ フ ェ ラルに適用されます。 

GPIO ピン用のパルス幅変調 (PWM)

I2C

UART

SPI

表 11.  PWM の AC 仕様 ( 特性評価で保証 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.TCPWM.3 TCPWMFREQ 動作周波数 – – Fc MHz Fc Max = CLK_SYS。 
Max = 48MHz

SID.TCPWM.4 TPWMENEXT 入力 ト リ ガ パルス幅 2/Fc – – ns すべての ト リ ガ イベン ト

SID.TCPWM.5 TPWMEXT 出力 ト リ ガ パルス幅 2/Fc – – ns
オーバーフ ロー、 アンダーフ ローお
よび CC ( カウン ター = 比較値 ) 出力    
の最小幅

SID.TCPWM.5A TCRES カウン ターの分解能 1/Fc – – ns 逐次カウン ト 同士間の最小時間

SID.TCPWM.5B PWMRES PWM 分解能 1/Fc – – ns PWM 出力の最小パルス幅

SID.TCPWM.5C QRES 直交位相入力分解能 1/Fc – – ns 直角位相入力同士間の最小パルス幅

表 12.  固定 I2C の AC 仕様

( 特性評価で保証 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID153 FI2C1 ビ ッ ト  レー ト – – 1 Mbps –

表 13.  固定 UART の AC 仕様

( 特性評価で保証 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID162 FUART ビ ッ ト  レー ト – – 1 Mbps –

表 14.  固定 SPI の AC 仕様

( 特性評価で保証 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID166 FSPI
SPI 動作周波数 ( マス ター、6 倍オー 
バーサンプ リ ング )

– – 8 MHz –

表 15.  固定 SPI マス ター モー ド の AC 仕様

( 特性評価で保証 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID167 TDMO SClock駆動エ ッ ジ後のMOSI有効時間 – – 15 ns –

SID168 TDSI SClock取得エ ッ ジ前のMISO有効時間 20 – – ns フルク ロ ッ ク、 MISO の遅い
サンプ リ ング

SID169 THMO 直前の MOSI データ  ホールド時間 0 – – ns ス レ ーブ取得エ ッ ジ を基準
にする
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メ モ リ

表 16.  固定 SPI スレーブ モー ド の AC 仕様

( 特性評価で保証 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID170 TDMI Sclock取得エ ッ ジ前のMOSI有効時間 40  –  – ns –

SID171 TDSO Sclock駆動エ ッ ジ後のMISO有効期間 –  – 48 + 
(3 × TSCB) ns TSCB = TCPU 

SID171A TDSO_EXT
外部ク ロ ッ ク  モー ド での Sclock 駆動 
エ ッ ジ後の MISO 有効時間

– – 48 ns –

SID172 THSO 直前の MISO データ  ホールド時間 0 – – ns –

SID172A TSSELSCK
SSEL 有効から最初の SCK 有効エ ッ
ジまでの時間

100 – – ns –

表 17.  フ ラ ッ シュの AC 仕様

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.MEM#4 TROW_WRITE
行 ( ブロ ッ ク ) 書き込み時間 
( 消去 + プログラム )

– – 20 ms –

SID.MEM#3 TROW_ERASE 行消去時間 – – 13 ms –

SID.MEM#8 TROWPROGRAM 消去後の行プログラム時間 – – 7 ms 25°C ～ 55°C、すべての VDDD

SID178 TBULKERASE バルク消去時間 (128KB) – – 35 ms 設計で保証

SID180 TDEVPROG 総デバイス プログラム時間 – – 25 s 設計で保証

SID.MEM#6 FEND フ ラ ッ シュ  アクセス可能回数 10 万回 – – サイ クル –

SID182 FRET1

フ ラ ッ シュ  データ保持期間、 
TA ≤ 55°C、 
10 万回の P/E サイ クル

20 – – 年 –

SID182A FRET2

フ ラ ッ シュ  データ保持期間、 
TA ≤ 85°C、 
1 万回の P/E サイ クル

10 – – 年 –

SID182B FRET3

フ ラ ッ シュ  データ保持期間、 
TA ≤ 105°C、 
1 万回の P/E サイ クル

3 – – 年 –
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システム リ ソース

電圧低下時のパワーオン リ セ ッ ト  (POR)

SWD イ ン ターフ ェース

内部主発振器

内部低速発振器

表 18.  低精度パワーオン リ セ ッ ト  (IPOR) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID185 VRISEIPOR 立ち上り ト リ ッ プ電圧 0.80 – 1.50 V
特性評価で保証

SID186 VFALLIPOR 立ち下り ト リ ッ プ電圧 0.70 – 1.4 V

表 19.  高精度パワーオン リ セ ッ ト  (POR) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID190 VFALLPPOR
アク テ ィ ブ / ス リープのモー ド での
電圧低下検出 (BOD) ト リ ッ プ電圧

1.48 – 1.62 V

特性評価で保証

SID192 VFALLDPSLP
デ ィ ープ ス リープ モー ド での BOD  
ト リ ッ プ電圧

1.1 – 1.5 V

表 20.  SWD イ ン ターフ ェース仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.SWD#1 F_SWDCLK1 3.3V  VDDIO  5.5 V – – 14 MHz SWDCLK  1/3 CPU ク   
ロ ッ ク周波数

SID.SWD#2 F_SWDCLK2 1.8V  VDDIO  3.3V – – 7 MHz SWDCLK  1/3 CPU ク   
ロ ッ ク周波数

SID.SWD#3 T_SWDI_SETUP T = 1/f SWDCLK 0.25 × T – – ns

特性評価で保証
SID.SWD#4 T_SWDI_HOLD T = 1/f SWDCLK 0.25 × T – – ns

SID.SWD#5 T_SWDO_VALID T = 1/f SWDCLK – – 0.50 × T ns

SID.SWD#6 T_SWDO_HOLD T = 1/f SWDCLK 1 – – ns

表 21.  IMO の AC 仕様

( 設計で保証 ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.CLK#13 FIMOTOL 48MHz での周波数誤差 ( ト リム済み ) – – ±2 % 2.7V ≤ VDDD < 5.5V。
-25°C ≤ TA ≤ 85°C

SID226 TSTARTIMO IMO 起動時間 – – 7 µs –

SID.CLK#1 FIMO IMO 周波数 – 48 – MHz –

表 22.  ILO の AC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID234 TSTARTILO1 ILO 起動時間 – – 2 ms
特性評価で保証

SID238 TILODUTY ILO デューテ ィ 比 40 50 60 %

SID.CLK#5 FILO ILO 周波数 20 40 80 kHz –
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PD

アナログ - デジ タル変換器

表 23.  PD の DC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.DC.cc_shvt.1 vSwing ト ラ ンス ミ ッ タ出力 HIGH 電圧 1.05 – 1.2 V –

SID.DC.cc_shvt.2 vSwing_low ト ラ ンス ミ ッ ト 出力 LOW 電圧 – 0.075 V –

SID.DC.cc_shvt.3 zDriver ト ラ ンス ミ ッ タ出力イ ンピーダンス 33 – 75  –

SID.DC.cc_shvt.4 zBmcRx レシーバ入力イ ンピーダンス 10 – M 設計で保証

SID.DC.cc_shvt.5 Idac_std USB 標準ア ド バタ イズ メ ン ト のソー
ス電流

64 – 96 µA –

SID.DC.cc_shvt.6 Idac_1p5a 5V ア ドバタ イズ メ ン ト 、 1.5A での
ソース電流

165.6 – 194.4 µA –

SID.DC.cc_shvt.7 Idac_3a 5V ア ドバタ イズ メ ン ト 、3A でのソー
ス電流

303.6 – 356.4 µA –

SID.DC.cc_shvt.8 RD

UFP ( ア ッ プス ト リーム ポー ト ) と   
し て機能する場合のプルダウン終端
抵抗

4.59 – 5.61 k –

SID.DC.cc_shvt.9 Rd_db UFP と し て機能する場合のデ ッ ド
バッ テ リ付きプルダウン終端抵抗 

4.08 – 6.12 k –

SID.DC.cc_shvt.10 zOPEN 無効時のグラ ン ドへの CC イ ンピー
ダンス

108 – k –

SID.DC.cc_shvt.11 DFP_default_0p2 DFP 側の CC 電圧 - 標準 USB 0.15 – 0.25 V –

SID.DC.cc_shvt.12 DFP_1.5A_0p4 DFP 側の CC 電圧 - 1.5A 0.35 – 0.45 V –

SID.DC.cc_shvt.13 DFP_3A_0p8 DFP 側の CC 電圧 - 3A 0.75 – 0.85 V –

SID.DC.cc_shvt.14 DFP_3A_2p6 DFP 側の CC 電圧 - 3A 2.45 – 2.75 V –

SID.DC.cc_shvt.15 UFP_default_0p66 UFP 側の CC 電圧 - 標準 USB 0.61 – 0.7 V –

SID.DC.cc_shvt.16 UFP_1.5A_1p23 UFP 側の CC 電圧 - 1.5A 1.16 – 1.31 V –

SID.DC.cc_shvt.17 Vattach_ds デ ィ ープ ス リープのア タ ッ チ閾値 0.3 – 0.6 % –

SID.DC.cc_shvt.18 Rattach_ds デ ィ ープ ス リープのプルア ッ プ抵抗 10 – 50 k –

SID.DC.cc_shvt.30 FS_0p53 高速スワ ッ プ検出の電圧閾値 0.49 – 0.58 V –

表 24.  ADC の DC 仕様

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.ADC.1 分解能 ADC 分解能 – 8 – ビ ッ ト –

SID.ADC.2 INL 積分非直線性 -1.5 – 1.5 LSB –

SID.ADC.3 DNL 微分非直線性 -2.5 – 2.5 LSB –

SID.ADC.4 Gain Error ゲイ ン誤差 -1.5 – 1.5 LSB –

SID.ADC.5 VREF_ADC1 ADC のリ フ ァ レンス電圧 VDDDmin – VDDDmax V VDDD か ら 生成 さ れ
た リ フ ァ レンス電圧

SID.ADC.6 VREF_ADC2 ADC のリ フ ァ レンス電圧 1.96 2.0 2.04 V

デ ィ ープ ス リープ リ  
フ ァ レ ン スから生成
さ れた リ フ ァ レ ン ス
電圧
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表 25.  充電器検出の DC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

DC.CHGDET.1 VDAT_REF 充電器検出モー ド でのデータ検出電圧 250 – 400 mV –

DC.CHGDET.2 VDM_SRC 充電器検出モー ド での Dn 電圧ソース 500 – 700 mV –

DC.CHGDET.3 VDP_SRC 充電器検出モー ド での Dp 電圧ソース 500 – 700 mV –

DC.CHGDET.4 IDM_SINK 充電器検出モー ド での Dn シン ク電流 25 – 175 µA –

DC.CHGDET.5 IDP_SINK 充電器検出モー ド での Dp シン ク電流 25 – 175 µA –

DC.CHGDET.6 IDP_SRC データ  コ ン タ ク ト 検出の電流ソース 7 – 13 µA –

DC.CHGDET.32 RDM_UP Dp/Dn プルア ッ プ抵抗 0.9 – 1.575 k –

DC.CHGDET.31 RDM_DWN Dp/Dn プルダウン抵抗 14.25 – 24.8 k –

DC.CHGDET.29 RDAT_LKG Dp/Dn上のデータ  ラ イ ンのリーク抵抗 300 – 500 k –

DC.CHGDET.34 VSETH 論理閾値 1.26 – 1.54 V –

DC.pmg1s1.dpdm.14 RDCP_DAT DP と DN 間の専用充電ポー ト 抵抗 – – 40 

表 26.  VSYS スイ ッ チの仕様

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.DC.VDDDSW.1 Res_sw 電源入力から出力電源 VDDD までの
抵抗

– – 1.5  VDDD で 5mA ～ 10mA の
負荷電流で測定。

表 27.  CSA の DC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

DC.csa_scp.42 SCP_6A 短絡電流検出 @ 6A – ±10 – % –

DC.csa_scp.43 SCP_10A 短絡電流検出 @ 10A – ±10 – % –

OP.csa_scp.11 Rsense 外付け検出抵抗 – 5 – m 1% 精度

DC.csa_scp.44

Iocp_1A Rsense = 5m、1A での OCP ト リ ッ  
プ閾値 

–
130

±20% – %

コ ン ト ラ ク ト 値の130%に
設定された 1A PD コ ン ト 
ラ ク ト OCP、 またはユー
ザーがプログラム可能

Iocp_1A Rsense = 10m、 1A での OCP ト  
リ ッ プ閾値 

– 130
±10% 

– %

コ ン ト ラ ク ト 値の130%に
設定された 1A PD コ ン ト 
ラ ク ト OCP、 またはユー
ザーがプログラム可能

DC.csa_scp.45 Iocp_5A Rsense = 5/10m、 2A、 3A、 4A、 5A  
での OCP ト リ ッ プ閾値

– 130
±10%

– %

コ ン ト ラ ク ト 値の130%に
設定された 2A、 3A、 4A、
5A PD コ ン ト ラ ク ト OCP、 
ま たはユーザーがプ ロ グ
ラム可能

DC.rcp_scp.7a I_csainn_lk RCP および CSA ブロ ッ クがオフの
場合の CSP ピン入力リーク電流

– – 10 µA プロバイダ VBUS = 5V

DC.rcp_scp.6a I_csainp_lk RCP および CSA ブロ ッ クがオフの
場合の CSN ピン入力リーク電流

– – 80 µA プロバイダ VBUS = 5V

DC.sys.1 I_CSP_RCP_ON
_CSA_OFF

RCP ブロ ッ クがオン、SCP がオフの
場合の CSP ピン電流

– – 20 µA プロバイダ VBUS = 5V
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DC.sys.2 I_CSN_RCP_ON
_CSA_OFF

RCP ブロ ッ クがオン、SCP がオフの
場合の CSN ピン電流

– – 100 µA プロバイダ VBUS = 5V

DC.sys.3 I_CSP_CSA_ON RCP ブロ ッ クがオフ、SCP がオンの
場合の CSP ピン電流

– – 30 µA プロバイダ VBUS = 5V

DC.sys.4 I_CSN_CSA_ON RCP ブロ ッ クがオフ、SCP がオンの
場合の CSN ピン電流

– – 100 µA プロバイダ VBUS = 5V

DC.sys.5 I_CSP_RCP_ON
_CSA_ON

RCP ブロ ッ クがオン、SCP がオンの
場合の CSP ピン電流

– – 50 µA プロバイダ VBUS = 5V。 
設計で保証

DC.sys.6
I_CSP_RCP_ON
_CAS_ON

RCP ブロ ッ クがオン、SCP がオンの
場合の CSN ピン電流

– – 120 µA プロバイダ VBUS = 5V。 
設計で保証

表 27.  CSA の DC 仕様 ( 続き )

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 28.  VBUS UV ／ OV の仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.UVOV.1 VTHUVOV1 バン ド ギャ ッ プ リ フ ァ レンスを使用し 
たアクテ ィ ブ モー ド での電圧閾値精度

– ±3 – % –

SID.UVOV.2 VTHUVOV2
デ ィ ープ ス リープ リ フ ァ レンスを使用  
し たデ ィ ープ ス リープ モー ド での電圧  
閾値精度

– ±5 – % –

SID.COMP_ACC COMP_ACC 4s でのコ ンパレータ入力オフセ ッ ト -15 – 15 mV –

表 29.  コ ンシューマ側 PFET ゲー ト  ド ラ イバの DC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.DC.PGDO.1 Rpd 「pull_dn」 が有効な場合の抵抗 – – 5 k –

DC.pgdo_pd_isnk.12 iout_0
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  1 で、 iref_out を通過するシン ク   
電流

– 2 – µA –

DC.pgdo_pd_isnk.13 iout_1
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  2 で、 iref_out を通過するシン ク   
電流

– 4 – µA –

DC.pgdo_pd_isnk.14 iout_2
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  4 で、 iref_out を通過するシン ク   
電流

– 8 – µA –

DC.pgdo_pd_isnk.15 iout_3
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  8 で、 iref_out を通過するシン ク   
電流

– 16 – µA –

DC.pgdo_pd_isnk.16 iout_4
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  16 で、 iref_out を通過するシン   
ク電流

– 32 – µA –

DC.pgdo_pd_isnk.17 iout_5
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  32 で、 iref_out を通過するシン   
ク電流

– 63 – µA –

DC.pgdo_pd_isnk.18 iout_6
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  64 で、 iref_out を通過するシン   
ク電流

– 126 – µA –
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DC.pgdo_pd_isnk.19 iout_7
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  128 で、 iref_out を通過するシン   
ク電流

– 252 – µA –

DC.pgdo_pd_isnk.20 iout_8
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  256 で、 iref_out を通過するシン   
ク電流

– 504 – µA –

DC.pgdo_pd_isnk.21 iout_9
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  512 で、 iref_out を通過するシン   
ク電流

– 1008 – µA –

DC.pgdo_pd_isnk.22 iout_10
iref_ctrl_lv < 11  LOW および iref_ctrl_lv    
< 10:0  1024 で、 iref_out を通過するシ   
ン ク電流

– 2016 – µA –

表 29.  コ ンシューマ側 PFET ゲー ト  ド ラ イバの DC 仕様 ( 続き )

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 30.  コ ンシューマ側 PFET ゲー ト  ド ラ イバの AC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.ac.pgdo.2 Tr_discharge 出力ノ ー ドの放電速度 – – 5 V/µs 設計で保証

SID.ac.pgdo.sys_1 Tsoft_on ソ フ ト  ス タ ー ト の コ ン シ ュ ーマ FET 
ターンオン遅延

– 5 – ms –

表 31.  プロバイダ側 PFET ゲー ト  ド ラ イバの DC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

DC.pgdo_pu_1 Rpd

USBPD_PGDO_PD_ISNK_CFG レ ジス
タの 「STRONG_EN = 1」 フ ィ ールド で、  
最強のプルダウン強度を使用し て有効に
し た場合のプルダウン抵抗

– – 2 k

DC.pgdo_pu.2 Rpu プルア ッ プ抵抗 – 1 2 k –

DC.pgdo_pd_isnk.1 Rpd_0
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  1

– 6830 –  –

DC.pgdo_pd_isnk.2 Rpd_1
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  2

– 3760 –  –

DC.pgdo_pd_isnk.3 Rpd_2
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  4

– 1900 –  –

DC.pgdo_pd_isnk.4 Rpd_3
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  8

– 1000 –  –

DC.pgdo_pd_isnk.5 Rpd_4
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  16

– 660 –  –

DC.pgdo_pd_isnk.6 Rpd_5
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  32

– 1700 –  –

DC.pgdo_pd_isnk.7 Rpd_6
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  64

– 900 –  –
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DC.pgdo_pd_isnk.8 Rpd_7
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  128

– 630 –  –

DC.pgdo_pd_isnk.9 Rpd_8
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  256

– 560 –  –

DC.pgdo_pd_isnk.10 Rpd_9
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  512

– 530 –  –

DC.pgdo_pd_isnk.11 Rpd_10
グラ ン ド に接続し た iref_out の抵抗値、 
en_lv = HIGH、iref_ctrl_lv < 11  HIGH お      
よび iref_ctrl_lv < 10:0  1024

– 520 –  –

表 31.  プロバイダ側 PFET ゲー ト  ド ラ イバの DC 仕様 ( 続き )

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 32.  プロバイダ側 PFET ゲー ト  ド ラ イバの AC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

AC.pgdo_pu.1 Tpu プルア ッ プ遅延 – 10 35 µs 4nF コ ンデンサと 50k
抵抗のプルア ッ プ負荷

AC.pgdo_pu.2 Tpd プルダウン遅延 – – 2 µs –

AC.pgdo_pu.3 SRpu 出力立ち上り波形の 20% から 80% ま
でで測定し た出力スルー レー ト

– – 8 V/µs
Cload = 4nF、Vout = 0V    
～ 24V、50k の外付け
プルア ッ プ抵抗

AC.pgdo_pu.4 SRpd 出力立ち下り波形の 80% から 20% ま
でで測定し た出力スルー レー ト

– – 8 V/µs
Cload = 4nF、 Vout =   
24V ～ 0V、 50k の外
付けプルア ッ プ抵抗

AC.pgdo.sys_1 Tsoft_on ソ フ ト  ス ター ト のプロバイダ FET ター 
ンオン遅延

– 5 – ms –

表 33.  プロバイダ側 PFET RCP の DC 仕様

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

DC.RCP.44 Vcsa_rcp
RCP 状態が検出された CSP と CSN
間の外付け Rsense の両端の電圧
(CSNはVcsa_rcpの分CSP よ り高い )

– 2 6 mV –

DC.RCP.45 Vcomp_rcp RCP 状態が検出された VBUS ピン と
CSN ピン間の電圧

20 – 130 mV –

DC.RCP.46 Vbus_max_det

RCP 状態が検出された、 プロバイダ
FET がオン ( ソース ) 中の CSN ピン  
の電圧 (この閾値はユーザーがプログ 
ラム可能 ) 

5.55 5.75 5.95 V

この仕様は、 5V プロバ
イダの VBUS 電圧用。よ
り 高 い 電 圧 の 場 合、
フ ァ ー ム ウ ェ ア は
VBUS コ ン ト ラ ク ト 電
圧に基づいて こ の閾値
を変更
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表 34.  プロバイダ側 PFET RCP、 SCP の AC 仕様

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

AC.RCP_SYS.1 Toff_scp
プロバイダ PFET を通過する短絡電
流検出後のプロバイダ PFET スイ ッ
チング オフ時間

– 10 – µs

プロバイダ FET は、 50k の
ゲー ト  プルア ッ プ抵抗と合計 
4nF のゲー ト  コ ンデンサでオ 
フになる。

AC.RCP_SYS.1 Toff_rcp
プロバイダ PFET を通過する逆電流
検出後のプロバイダ PFET スイ ッ チ
ング オフ時間

– 10 – µs

プロバイダ FET は、 50k の
ゲー ト  プルア ッ プ抵抗と合計 
4nF のゲー ト  コ ンデンサでオ 
フになる。 

AC.RCP_SYS.2 Ton ターンオン PFET RCP 状態が除去さ 
れるまでの回復時間

– 55 80 µs –

表 35.  VBUS プロバイダの遷移仕様

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

AC.tr.1 Ton プロバイダ FET の VBUS LOW から 
HIGHまで (10%から90%まで) の時間

– 5 – ms

0 から 5V までの遷移、システム
レベル、50kのゲー ト  プルア ッ 
プ抵抗と合計4nFのゲー ト  コ ン 
デンサの外部 PFET。

AC.tr.2 FR_Ton FRスワ ッ プ中のVBUS LOWからHIGH 
まで (10% から 90% まで ) の時間 

– 50 150 µs

0 から 5V までの遷移、システム
レベル、50kのゲー ト  プルア ッ 
プ抵抗と合計4nFのゲー ト  コ ン 
デンサの外部 PFET。

AC.tr.3 Toff

内蔵ア ク テ ィ ブ プルア ッ プ抵抗を使 
用し た場合の VBUS_P_CTRL HIGH 
から LOW まで (90% から 10% まで ) 
の時間

– 11 – µs

5 から 0V までの遷移、システム
レベル、50kのゲー ト  プルア ッ 
プ抵抗と合計4nFのゲー ト  コ ン 
デンサの外部 PFET。

表 36.  DP ／ DM スイ ッ チの DC 仕様

( 充電器検出ブロ ッ クは、 スイ ッ チを介し て USBDP_TOP、 USBDM_TOP、 USBDP_BOT、 および USBDM_BOT から切断されま
す ) 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

DC.pmg1s1.dpdm.1 RON_HS DP/DM オン抵抗 (0 ～ 0.5V) - HS   
モー ド

– – 8  –

DC.pmg1s1.dpdm.2 RON_FS DP/DM オン抵抗 (0 ～ 3.3V) - FS   
モー ド

– – 12  –

DC.pmg1s1.dpdm.5 Con_FS 6MHz でのオン容量 - FS モー ド – – 50 pF 設計で保証

DC.pmg1s1.dpdm.6 Con_HS 240MHz でのオン容量 - HS モー ド – – 10 pF –

DC.pmg1s1.dpdm.9 ileak_pin DP/DM コネク タ側と ホス ト 側のピ
ン リーク電流

– – 1 µA –

DC.pmg1s1.dpdm.11 RON_FLAT_HS HS モー ド での DP/DM オン フ ラ ッ 
ト 抵抗 (0 ～ 0.4V) 

– – 0.5  設計で保証

DC.pmg1s1.dpdm.12 RON_FLAT_FS HS モー ド での DP/DM オン フ ラ ッ 
ト 抵抗 (0 ～ 3.3V) 

– – 4  設計で保証
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VCONN スイ ッ チ

表 37.  DP ／ DM スイ ッ チの AC 仕様 

( 充電器検出ブロ ッ クは、 スイ ッ チを介し て USBDP_TOP、 USBDM_TOP、 USBDP_BOT、 および USBDM_BOT から切断されま
す )

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

AC.pmg1s1.dpdm.1 BW_3dB_HS 3dB 帯域幅 700 – – MHz 設計で保証

AC.pmg1s1.dpdm.2 BW_3dB_FS 3dB 帯域幅 100 – – MHz 設計で保証

AC.pmg1s1.dpdm.5 TON DP/DM スイ ッ チ ターンオン時間 – – 200 µs –

AC.pmg1s1.dpdm.6 TOFF DP/DM スイ ッ チ ターンオフ時間 – – 0.4 µs 設計で保証

AC.pmg1s1.dpdm.7 TON_VPUMP DP/DM チャージ ポンプ起動時間 – – 200 µs 特性評価で保証

AC.pmg1s1.dpdm.8 Off_isolation_HS HS でのオフ  アイ ソ レーシ ョ ン -20 – – dB 設計で保証

AC.pmg1s1.dpdm.9 Off_isolation_FS FS でのオフ  アイ ソ レーシ ョ ン -50 – – dB 設計で保証

AC.pmg1s1.dpdm.10 X_talk F = 12MHz での FS から HS への切  
り替えのク ロス ト ーク

-50 – – dB 設計で保証

表 38.  VCONN スイ ッ チの DC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

DC.pmg1s1.20VCONN.1 Ron VCONN_Source = 5V、負荷電  
流 215mA でのオン抵抗

– 0.7 1.3  –

DC.pmg1s1.20VCONN.9 IOCP CC1/CC2 の過電流検出範囲 550 – – mA –

DC.pmg1s1.20VCONN.10 OVP_threshold

VDDD または VCONN_Source
のいずれか高い方を超え る、
CC1、 CC2 過電圧保護検出閾
値

200 – 1200 mV –

DC.pmg1s1.20VCONN.11 OVP_hysteresis 過電圧検出ヒ ステ リ シス 50 – 200 mV 設計で保証

DC.pmg1s1.20VCONN.12 OCP_hysteresis 過電流検出ヒ ステ リ シス 20 – 60 mA –

DC.pmg1s1.20VCONN.14 OVP_threshold_on

CC1 またはCC2 スイ ッ チが有
効で あ る 場合の CC1/2 の
VCONN_Source を 超え る 過
電圧検出閾値。 同じ閾値が逆
電流保護回路を ト リ ガー

200 – 700 mV –

表 39.  VCONN スイ ッ チの AC 仕様 

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

 AC.pmg1s1.20VCONN.1 TON VCONN スイ ッ チ ターンオン時間 – – 200 µs –

 AC.pmg1s1.20VCONN.2 TOFF VCONN スイ ッ チ ターンオフ時間 – – 3 µs 設計で保証
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VBUS

表 40.  VBUS 放電仕様

仕様 ID パラ メ ーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.VBUS.DISC.1 Ron1 20V NMOS オン抵抗 1500 – 3000  –

SID.VBUS.DISC.2 Ron2 20V NMOS オン抵抗 750 – 1500  –

SID.VBUS.DISC.3 Ron3 20V NMOS オン抵抗 500 – 1000  –

SID.VBUS.DISC.4 Ron4 20V NMOS オン抵抗 375 – 750  –

SID.VBUS.DISC.5 Ron5 20V NMOS オン抵抗 300 – 600  –
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注文情報

表 41 に、 PMG1-S1 の製品番号と機能を一覧表示し ます。

注文コー ド の定義

製品番号は CYPM1ABC-DEFGHIJ の形式であり、 フ ィ ールドは以下のよ う に定義されています。

注 ：
7. 終端抵抗はソースを意味し ます。

8. 終端抵抗はア クセサリ またはシン ク を意味し ます。

9. 終端抵抗はデ ッ ド  バッ テ リ終端を意味し ます。

表 41.  PMG1-S1 注文情報

製品番号 アプ リ ケーシ ョ ン Type-C ポー ト 終端抵抗 : RD–DB ロール パッ ケージ Si ID

CYPM1111-40LQXI DRP ア プ リ ケ ー
シ ョ ン

1 RP
[7]、 RD

[8]、 RD–DB
[9] DRP 40 ピン QFN 0x2A20

CYPM1111-40LQXIT

表 42.  注文コー ドの定義

フ ィ ールド 説明 値 意味

CY サイプレスの接頭辞 CY 会社 ID

PM マーケテ ィ ング コー ド PM PM = パワー デリバリー MCU フ ァ ミ リ

1 第 1 世代 PM フ ァ ミ リ 1 製品フ ァ ミ リ世代

A フ ァ ミ リ

0 S0

1 S1

2 S2

3 S3

B PD ポー ト
1 1-PD ポー ト

2 2-PD ポー ト

C アプ リ ケーシ ョ ン特有 X アプ リ ケーシ ョ ン特有

DE ピン XX パッ ケージのピン数

FG パッ ケージ コー ド

LQ QFN

BZ BGA

FN CSP

H 鉛フ リー X 鉛 : X = 鉛フ リー

I 温度範囲 I 産業用

J T&R のみ T テープ & リール
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パッ ケージ

図 10.  40 ピン QFN (6 × 6 × 0.5mm)、 LR40A/LQ40A 4.6 × 4.6 E-PAD (Sawn) パッ ケージ外形図、 001-80659

001-80659 *A

表 43.  パッ ケージ特性 

パラ メ ーター 説明 条件 Min Typ Max 単位

TA 動作周囲温度 産業用 -40 25 85 °C

TJ 動作接合部温度 産業用 -40 25 100 °C

TJA パッ ケージ JA (40 ピン QFN) – – – 19.3 °C/W

TJC パッ ケージ JC (40 ピン QFN) – – – 13.6 °C/W

表 44.  はんだ リ フ ロー ピーク温度

パッ ケージ 最高ピーク温度 ピーク温度の 5°C 以内での最長時間

40 ピン QFN 260°C 30 秒

表 45.  パッ ケージの湿度感度レベル (MSL)、 IPC/JEDEC J-STD-2

パッ ケージ MSL

40 ピン QFN MSL 3
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略語

表 46.  本書で使用される略語 

略語 説明

ADC
analog-to-digital converter
( アナログ - デジ タル変換器 )

AES advanced encryption standard 
( 高度暗号化標準 )

API
application programming interface
( ア プ リ ケーシ ョ ン プ ロ グ ラ ミ ン グ イ ン タ ー  
フ ェース )

Arm® advanced RISC machine ( 高度な RISC マシン ):   
CPU アーキテ クチャの一種

CC configuration channel 
( コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン チャネル )

BOD Brown out Detect ( 電圧低下検出 )

CPU central processing unit ( 中央演算処理装置 )

CRC cyclic redundancy check ( 巡回冗長検査 ): 
エラー チ ェ ッ ク  プロ ト コルの一種

CS current sense ( 電流検出 )

CSA current sense amplifier ( 電流検出アンプ )

DFP
downstream facing port 
( ダウンス ト リーム ポー ト ) 

DP

DisplayPort ( デ ィ スプレ イ  ポー ト ): 
Video Electronics Standards Association によ って   
策定 さ れ る デ ジ タ ル デ ィ ス プ レ イ イ ン タ ー  
フ ェース規格

DIO
digital input/output ( デジ タル入出力 ) ： アナログ   
な し、 デジ タル機能のみを持つ GPIO。 
 GPIO を参照し て く ださい

DMA direct memory access 
( ダイ レ ク ト  メ モ リ  アクセス )

DRP dual role power ( デュアル ロール パワー )

EEPROM
electrically erasable programmable read-only   
memory
( 電気的消去書き込み可能読み出し専用メ モ リ )

EMCA

electronically marked cable assembly
( 電子的マーク付きケーブル アセンブ リ ): 定格電  
流などのケーブル特性を Type-C ポー ト に報告す
る IC を内蔵し た USB ケーブル

EMI electromagnetic interference ( 電磁干渉 )

ESD electrostatic discharge ( 静電気放電 )

FPB
flash patch and breakpoint
( フ ラ ッ シュ  パッ チおよびブレークポイ ン ト )

FRS fast role swap ( 高速ロール スワ ッ プ )

FS full-speed ( フルスピー ド )

GPIO general-purpose input/output ( 汎用入出力 )

IC integrated circuit ( 集積回路 )

IDE integrated development environment 
( 統合開発環境 )

I2C ( 別名 : 
IIC)

Inter-Integrated Circuit ( イ ン ター イ ンテグレー   
テ ッ ド  サーキッ ト ): 通信プロ ト コルの一種

ILO internal low-speed oscillator ( 内部低速発振器 )。   
IMO を参照し て く だ さい

IMO internal main oscillator ( 内部主発振器 )。 
ILO を参照し て く だ さい

I/O input/output ( 入出力 )。GPIO を参照し て く ださい

LVD low-voltage detect ( 低電圧検出 )

LVTTL
low-voltage transistor-transistor logic 
( 低電圧 ト ラ ンジス タ - ト ラ ンジス タ  ロジ ッ ク )

MCU microcontroller unit 
( マイ ク ロ コ ン ト ローラー ユニ ッ ト )

NC no connect ( 未接続 )

NMI nonmaskable interrupt ( マスク不可割込み )

NVIC
nested vectored interrupt controller 
( ネス ト 型ベク タ割込みコ ン ト ローラー )

OCP overcurrent protection ( 過電流保護 )

オペアンプ operational amplifier ( 演算増幅器 )

OVP overvoltage protection ( 過電圧保護 )

OVT overvoltage tolerant ( 過電圧許容 )

PCB printed circuit board ( プ リ ン ト 回路基板 )

PD power delivery ( パワー デリバリー )

PGA programmable gain amplifier 
( プログラマブル ゲイ ン アンプ )

PHY physical layer ( 物理層 )

POR power-on reset ( パワーオン リ セ ッ ト )

PRES precise power-on reset 
( 高精度パワーオン リ セ ッ ト )

PRNG
pseudo random number generation 
( 擬似乱数生成器 )

PWM pulse-width modulator ( パルス幅変調器 )

RAM random-access memory
( ラ ンダム アクセス メ モ リ )

RCP reverse current protection ( 逆電流保護 ): ソース    
コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンでのみサポー ト

RISC reduced-instruction-set computing
( 縮小命令セ ッ ト  コ ンピ ューテ ィ ング )

RMS root-mean-square ( 二乗平均平方根 )

RTC real-time clock ( リ アルタ イム ク ロ ッ ク )

RX receive ( 受信 )

SAR successive approximation register 
( 逐次比較レジス タ )

表 46.  本書で使用される略語 ( 続き )

略語 説明
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SCB serial communication block
( シ リ アル通信ブロ ッ ク )

SCL I2C serial clock (I2C シ リ アル ク ロ ッ ク )

SCP short circuit protection ( 短絡保護 ): ソース コ ン     
フ ィ ギュ レーシ ョ ンでのみサポー ト

SDA I2C serial data (I2C シ リ アル データ )

S/H sample and hold ( サンプル / ホールド )

SHA secure hash algorithm 
( セキュア ハッ シュ  アルゴ リズム )

SPI Serial Peripheral Interface ( シ リ アル ペ リ フ ェ ラ    
ル イ ン ターフ ェース ): 通信プロ ト コルの一種

SRAM
static random access memory
( ス タ テ ィ ッ ク  ラ ンダム アクセス メ モ リ )

SWD serial wire debug ( シ リ アル ワイヤ デバッ グ ): 
テス ト  プロ ト コルの一種

TCPWM
timer counter pulse-width modulator
( タ イマー／カウン ター／パルス幅変調器 )

TRNG true random number generation (真性乱数発生器 )

TX transmit ( 送信 )

Type-C
薄型 USB コネク タ と リバーシブルなケーブルの
新規格。最大 100W までの電力を提供する こ とが
可能

UART
Universal Asynchronous Transmitter Receiver
( 汎用非同期 ト ラ ンス ミ ッ タ  レシーバ ): 通信プロ  
ト コルの一種

UFP upstream facing port ( ア ッ プス ト リーム ポー ト )

USB
Universal Serial Bus 
( ユニバーサル シ リ アル バス )

USBIO USB input/output (USB 入出力 ): USB ポー ト への   
接続に使用される PMG1-S1 ピン

UVP undervoltage protection ( 低電圧保護 )

XRES external reset I/O pin ( 外部リ セ ッ ト I/O ピン )

表 46.  本書で使用される略語 ( 続き )

略語 説明
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本書の表記法

測定単位

表 47.  測定単位 

記号 測定単位

°C 摂氏温度

Hz ヘルツ

KB 1024 バイ ト

kHz キロヘルツ

k キロオーム

Mbps メ ガビ ッ ト 毎秒

MHz メ ガヘルツ

M メ ガオーム

Msps メ ガサンプル毎秒

µA マイ ク ロアンペア

µF マイ ク ロ フ ァ ラ ド

µs マイ ク ロ秒

µV マイ ク ロボル ト

µW マイ ク ロワ ッ ト

mA ミ リ アンペア

m ミ リ オーム

ms ミ リ秒

mV ミ リボル ト

nA ナ ノ アンペア

ns ナ ノ秒

 オーム

pF ピ コ フ ァ ラ ド

ppm 100 万分の 1

ps ピ コ秒

s 秒

sps サンプル毎秒

V ボル ト
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プ リ ケーシ ョ ン及びその結果と し てのあらゆる製品の機能性及び安全性を適切に設計 , プログラム , かつテス ト する こ とは , 本書面のユーザーの責任において行われる ものとする。 「ハイ リ スク ・   

デバイス」 とは , 不具合によ り人身傷害 , 死亡若し く は物的損害を引き起こす可能性のある装置若し く はシステムをい う。 「ハイ リ スク ・ デバイス」 の例と し て , 兵器 , 原子力施設 , 外科的移植 , 及      
びその他の医療機器が挙げられる。 「重要な構成部分」 とは , それの不具合が直接又は間接的にハイ リ スク ・ デバイスの不具合を生じ させるか又はその安全性若し く は実効性に影響する と合理的に 

予想できるよ う なハイ リ スク ・ デバイスのあらゆる構成部分をい う。 Cypress 製品をハイ リ スク ・ デバイスの重要な構成部分と し て使用し たこ とから生じ るいかなる請求 , 損害又はその他の責任 

についても , Cypress はその全部又は一部を とわず一切の責任を負わず , かつ Cypress はそれら一切から本書によ り免除される。 Cypress ( その関連会社を含む ), 及びその取締役 , 執行役 , 従業員      

, 代理人 , 販売業者 , 及び譲受人は Cypress 製品をハイ リ スク ・ デバイスの重要な構成部品と し て使用し たこ とから生じ る製造物責任 , 又は人身傷害若し く は死亡 , 又は物的損害の請求を含むあら     

ゆる請求から生じ るすべての費用 , 損害及び経費から免責される。Cypress 製品は , (i) Cypress が特定のハイ リ スク ・デバイスで使用するための製品と し て明示的に認定し ている製品のデータ シー   

ト を公表し ている場合 , 又は , (ii) Cypress が特定のハイ リ スク ・ デバイスの重要な構成部分と し て製品を使用する こ と を事前に書面によ り承認し , 別途補償契約に署名し た場合の限定された範囲    

を除いては , ハイ リ スク ・ デバイスの重要な構成部分と し ての使用を意図又は承認されていない。

Cypress, Cypress のロゴ及びこれらの組み合わせ , PSoC, CapSense, EZ-USB, F-RAM, Traveo, WICED, 及び ModusToolbox は , 米国又はその他の国における Cypress 又はその子会社の商標又は         

登録商標である。 Cypress のよ り完全な商標のリ ス ト は , cypress.com を参照する こ と。 その他の名称及びブ ラ ン ドは , それぞれの権利者の財産と し て権利主張がな されている可能性がある。

ユニバーサル シ リ アル バス仕様への準拠性に関する告知。 サイプレスは、 ユニバーサル シ リ アル バス仕様、 USB Type-C™ ケーブルと コネク タ仕様、 および他の USB Implementers Forum, Inc.         
(USB-IF) の仕様に準拠し ている と認証されたフ ァームウ ェ アおよびハー ド ウ ェ ア ソ リ ューシ ョ ンをご提供し ます。サンプル コー ド を含むサイプレスまたはサー ド  パーテ ィ ーのソ フ ト ウ ェ ア ツー     
ルを使用し、ユーザーはサイプレス USB 製品のフ ァームウ ェ アを修正する場合があり ます。そのよ う なフ ァームウ ェ アの修正によ って、フ ァームウ ェ ア とハー ド ウ ェ アの組合せが該当する USB-IF 
仕様に準拠し な く なる可能性があ り ます。 ユーザーは、 行ったあらゆる修正の準拠性の保証について全責任を負い、 行った修正に関連する USB-IF の商標やロゴを使用する前に USB-IF の準拠性  
の要件に従わなければな り ません。 また、 サイプレスがユーザーの仕様に基づいてフ ァームウ ェ アを修正する場合、 ユーザーが修正を行ったかのよ う にあらゆる所望の規格や仕様への準拠性の保
証について責任を負います。 ユーザーが認証済みのサイプレス製品を修正し、 修正された製品がもはや該当する USB-IF 仕様に準拠し ない場合、 サイプレスには責任があ り ません。

販売、 ソ リ ューシ ョ ンおよび法律情報

ワールド ワイ ド な販売と設計サポー ト

サイ プレスは、 事業所、 ソ リ ューシ ョ ン セン ター、 メ ーカー代理店、 および販売代理店の世界的なネ ッ ト ワーク を保持し ていま 
す。 お客様の最寄りのオフ ィ スについては、 サイプレスのロケーシ ョ ン ページをご覧 く ださい。

製品

Arm® Cortex® マイ ク ロ コ ン ト ローラー cypress.com/arm

車載用 cypress.com/automotive

ク ロ ッ ク & バッ フ ァ cypress.com/clocks

イ ン ターフ ェース cypress.com/interface

IoT ( モ ノのイ ン ターネ ッ ト ) cypress.com/iot

メ モ リ cypress.com/memory

マイ ク ロ コ ン ト ローラー cypress.com/mcu

PSoC cypress.com/psoc

電源用 IC cypress.com/pmic

タ ッ チ センシング cypress.com/touch

USB コ ン ト ローラー cypress.com/usb

ワイヤレス cypress.com/wireless

PSoC® ソ リ ューシ ョ ン

PSoC 1 | PSoC 3 | PSoC 4 | PSoC 5LP | PSoC 6 MCU

サイプレス開発者コ ミ ュニテ ィ

コ ミ ュニテ ィ  | サンプル コー ド  | Projects | ビデオ | ブログ | 
ト レーニング | Components

テ クニカル サポー ト

cypress.com/support

http://www.cypress.com/go/locations
http://www.cypress.com/go/products
http://www.cypress.com/go/products
http://www.cypress.com/products/32-bit-arm-cortex-mcus
http://www.cypress.com/applications/automotive-solutions
http://www.cypress.com/products/clocks-buffers
http://www.cypress.com/products/interface
http://www.cypress.com/internet-things-iot
http://www.cypress.com/products/memory-products
http://www.cypress.com/mcu
http://www.cypress.com/psoc/
http://www.cypress.com/products/power-management
http://www.cypress.com/products/touch-sensing
http://www.cypress.com/products/usb-controllers
http://www.cypress.com/products/wireless-connectivity
http://www.cypress.com/psoc
http://www.cypress.com/psoc
http://www.cypress.com/psoc
http://www.cypress.com/products/psoc-1
http://www.cypress.com/products/psoc-3
http://www.cypress.com/products/psoc-4
http://www.cypress.com/products/32-bit-arm-cortex-m3-psoc-5lp
http://cypress.com/psoc6
http://www.cypress.com/cdc
https://community.cypress.com/welcome
http://www.cypress.com/cypressgithub
http://www.cypress.com/projects
http://www.cypress.com/video-library
http://www.cypress.com/blog
http://www.cypress.com/training
http://www.cypress.com/cdc/community-components
http://www.cypress.com/support
http://www.cypress.com/support
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